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◼ はじめに 

 

「2026 若者意識調査 ―サステナビリティ、SDGs、キャリア観、平和、社会参加に関する意識

―」（以下、本調査）は、2020 年、2022 年（注 1）に続き、国内の中学生、高校生、大学生を対象

に、サステナビリティ、金融経済教育、キャリア等に関する意識についてウェブアンケート調査

を実施したものである。 

 

本調査の目的は、サステナビリティや金融経済教育など、社会のトレンドとなっているキーワ

ードについて、将来社会を担う若者がどのような意識を持っているかを知ることで、企業や団体

などが政策提言、経営戦略、人材育成等の検討に活用することである。また、そうした若者の意

識がキャリアや結婚観等に与える影響等についての示唆を得ることを期待している。 

 

◼ 調査の実施方法 

- 調査期間および実施方法：2026 年 1 月 16 日から 2026 年 1 月 19 日にかけてウェブ調査により

実施 

- 調査対象：国内の中学生、高校生、大学生を対象とした。株式会社ネオマーケティングの調査

パネル 1,000 人から回答を受領 

- レポート集計対象：中学生 300 人（男子 150 人、女子 150 人）、高校生 300 人（男子 150 人、女

子 150 人）、大学生 400 人（男子 200 人、女子 200 人） 

＊中学生については、保護者を通じてアンケート調査を実施。 

 

（注 1） 

2020 年「若者の意識調査（報告） ― ESG および SDGs、キャリア等に対する意識 ―」 

https://www.jri.co.jp/page.jsp?id=36941 

 

2022 年「若者意識調査 ―サステナビリティ、金融経済教育、キャリア等に関する意識―」 

https://www.jri.co.jp/page.jsp?id=105899 
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◼ エグゼクティブ・サマリー 

◼ 回答者の属性と傾向 

前々回調査（2020 年）、前回調査（2022 年）と同様に、日本国内に住む中学生 300 人（男子 150 人、

女子 150 人）、高校生 300 人（男子 150 人、女子 150 人）、大学生 400 人（男子 200 人、女子 200 人）

から有効な回答を得た。中学生については、保護者を通じてアンケート調査の依頼を行った。調査対

象の関心は、高い順に「人間関係（友人・先輩・後輩）」、「SNS・ソーシャルメディア※」に対する関

心が高く、「お小遣い」「音楽・映像（コンサート、映画、テレビ、Netflix、Hulu 等）」と続く。 

※ YouTube、Twitter､TikTok､LINE、Facebook、Instagram 等 

◼ サステナビリティに対する関心 

・国内外の環境問題や社会課題への関心を持つ若者は全体の 40.0％であった。学齢別では、中学

生 28.0％、高校生 41.6％、大学生 47.8％となり、学齢が上がるにつれて関心が高まる傾向がみられ

た。 

・「地域や社会をよくするための意欲がある」と回答した若者は 59.6％、「地域や社会をよくするために自分

にできることはあると思う」という回答は 46.7％であった一方、そうした活動を日頃実施している若者の割合は

25.7％にとどまった。依然として意欲と行動との間にギャップはみられるが、行動の割合は 3回の調査の中で最

も高い水準となった。 
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◼ SDGs に対する関心 

 ・SDGs について「よく知っている」「多少は知っている」と回答した若者の割合は、全体の 70.8％。

その割合は、前回調査（73.4％）からおおむね横ばいである。 

 ・SDGs を「世界で達成するべき重要な目標」と考える若者は 55.1％、「目標としている 2030 年

に達成できそう」と考える若者は 23.4％であった。 

 ・SDGs 以降の社会において重視すべき視点を尋ねたところ、男女ともに「心の豊かさ・メンタ

ルヘルスの向上、ウェルビーイング」が最も高かった（男子 41.8％、女子 42.8％）。2 位以下に

25pt 以上の大きな差をつける結果となり、若者の間でウェルビーイングへの関心が突出してい

ることが示された。 

 

 

◼ キャリア意識や結婚観 

・現在のキャリア意識（働くうえで重要だと思うこと）では、「自分の能力やスキルを活かすため

に働くこと」（58.8％）「興味・好奇心を追求して働くこと」（57.6％）「喜びや充足感を得るために

働くこと」（56.9％）「他の人と協力して楽しく働くこと」（55.8％）について、肯定的回答がいずれ

も 5 割を超えた。 

・将来希望する働き方では、「仲間をつくって協力しながら働く」が 44.9％で最も多かった。就

職先に求める条件では、前回調査と同様「人間関係が良い」「やりがいを感じられる仕事ができる」

が上位となった。 

・結婚後、子どもがいない場合に希望する働き方として、「共働き（自分・結婚相手共に働く）」

（47.7％）を選んだ若者が最も多かった。また、男子（40.0％）より多くの女子（55.4％）が「共

働き（自分・結婚相手共に働く）」を選んでおり、女子の共働きへの意欲が高い状況がうかがえる。 

・子どもがいる場合に希望する働き方でも「共働き（自分・結婚相手共に働く）」（32.1％）が最

も多かったが、男子（27.0％）、女子（37.2％）と、子どもがいない場合と比較すると約 3 割低下し

た。 
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◼ 次世代からのメッセージ 
「次世代からのメッセージ」として、企業に向けたもの、大人たちに向けたものの 2 種類を自由

記述で設定し、回答を得た。企業に対しては、働く人を大切にする企業経営や社会課題への真摯な

取り組みを求める声が多くみられた。一方、大人たちに対しては、子どもや若者の未来を見据えた

行動や、教育・平和・社会のあり方について責任ある対応を求める意見が寄せられた。 

 

※自由記述回答を生成 AI により要約・分類し、主な意見を抜粋して掲載。 
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◼ 回答者の属性と傾向 

1．性別・学齢 

⚫ 中学生 300 人（男子 150 人、女子 150 人）、高校生 300 人（男子 150 人、女子 150 人）、大学生 400 人（男

子 200 人、女子 200 人）から有効な回答を得た。なお、中学生については、保護者を通じてアンケート調

査の依頼を行った。本調査においては、ウェイトバック集計は実施していない。 

 

図表 A.1.性別・学齢 

 

 中学生 高校生 大学生 

全体 300 300 400 

男 150 150 200 

女 150 150 200 
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2. 学校種別・海外経験・居住地 

⚫ 大学・高校・中学の属性別にみた国立・公立・私立の割合は図表の通りである。 

⚫ 全体のうち海外で教育を受けた経験があるのは 9.9％である。 

⚫ 回答者全体の居住地域は、1 都 3 県（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県）で 33.1％を占める。 

図表 A.2.学校種別・海外経験・居住地（単一選択） 

   

 

 

 

東京圏 33.1% 他地域 66.9%             

埼玉県 83 北海道 41 富山県 8 大阪府 73 愛媛県 5 

千葉県 46 青森県 6 石川県 13 兵庫県 59 高知県 3 

東京都 125 岩手県 2 福井県 6 奈良県 15 福岡県 41 

神奈川県 77 宮城県 22 山梨県 3 和歌山県 5 佐賀県 3 

    秋田県 6 長野県 14 鳥取県 0 長崎県 8 

    山形県 7 岐阜県 18 島根県 10 熊本県 5 

    福島県 11 静岡県 19 岡山県 19 大分県 5 

    茨城県 19 愛知県 55 広島県 20 宮崎県 6 

    栃木県 16 三重県 17 山口県 9 鹿児島県 6 

    群馬県 14 滋賀県 9 徳島県 4 沖縄県 8 

    新潟県 24 京都府 32 香川県 3     

 

  

大学生=400

高校生=300

中学生=300

24.0%

6.7%

6.0%

8.8%

51.3%

82.0%

67.3%

42.0%

12.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国立 公立 私立

海外経験あり
9.9%

海外経験なし
90.1%

海外

経験別
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3. 関心を持っていること 

⚫ 全体としては、「人間関係（友人・先輩・後輩）」、「SNS・ソーシャルメディア」に対する関心が高く、そ

の次に「お小遣い」が続いた。 

⚫ 男女間で関心の差が大きい項目として、「ファッション」では女子の関心が男子の約 3 倍、「音楽・映像」

では女子の関心が男子の約 2 倍、「政治・経済」では男子の関心が女子の約 3 倍であった。 

図表 A.3.関心を持っていること（合計 10 点を持ち点として、関心の高さにあわせて採点した点数） 

 
※ YouTube、Twitter､TikTok､LINE、Facebook、Instagram 等 

人間関係（友人・先輩・後輩）

SNS・ソーシャルメディア※

お小遣い

音楽・映像（コンサート、映画、
テレビ、Netflix、Hulu等）

サブカルチャー（漫画、アニメ、
ゲーム等）

勉強（受験勉強、資格試験、その
他）

自分の将来・キャリア

家族

スポーツ・運動

恋愛

部活動・サークル活動

生活費

ファッション

学費

アルバイト

人間関係（上記以外）

文化・芸術（絵画、演劇、落語、
その他）

政治（政策、選挙、その他）

経済（株価、為替、その他）

歴史

環境問題・社会問題

科学・技術（科学実験、その他）

ボランティア活動

376

340

248

352

286

253

313

252

157

225

85

207

135

205

186

47

70

54

55

34

52

45

23

311

320

362

258

201

179

172

180

129

114

96

100

102

111

149

52

41

32

32

18

18

14

9

397

277

266

212

282

304

133

169

179

67

219

77

146

53

15

63

36

17

14

34

12

19

9

0 250 500 750 1000 1250

大学生=400

高校生=300

中学生=300

530

451

510

284

426

357

303

269

323

152

246

213

90

215

147

82

71

76

77

56

49

58

15

554

486

366

538

343

379

315

332

142

254

154

171

293

154

203

80

76

27

24

30

3

20

26

0 250 500 750 1000 1250

男=500

女=500
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（参考）図表 A.3.1.関心を持っていること（点数を入れた人数） 

 
※ YouTube、Twitter､TikTok､LINE、Facebook、Instagram 等 

  

人間関係（友人・先輩・後輩）

SNS・ソーシャルメディア※

お小遣い

音楽・映像（コンサート、映画、テ
レビ、Netflix、Hulu等）

サブカルチャー（漫画、アニメ、
ゲーム等）

勉強（受験勉強、資格試験、その
他）

自分の将来・キャリア

家族

スポーツ・運動

恋愛

部活動・サークル活動

生活費

ファッション

学費

アルバイト

人間関係（上記以外）

文化・芸術（絵画、演劇、落語、そ
の他）

政治（政策、選挙、その他）

経済（株価、為替、その他）

歴史

環境問題・社会問題

科学・技術（科学実験、その他）

ボランティア活動

164

157

99

144

108

129

149

129

72

117

50

107

79

77

122

32

44

44

38

20

40

31

22

129

119

126

107

71

83

90

88

61

66

55

42

60

49

75

25

22

26

18

11

15

11

8

151

116

101

102

100

120

71

89

68

46

96

33

75

24

13

40

23

13

8

25

10

13

8

0 100 200 300 400 500

大学生=400
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4. 経済状態に対する意識 

⚫ 現在の経済状態として、普通（52.0％）と回答した若者が最も多く、続いて豊か（「大変豊かである」、「や

や豊かである」）と回答した若者（29.1％）、苦しい（「大変苦しい」、「やや苦しい」）と回答した若者（18.9％）

が存在する。 

⚫ なお、本設問はあくまで回答者本人の意識を問うものであるため、実際の家庭の経済状態を表すものでは

ない。回答者の経済状態に対する意識の差が、サステナビリティ、金融経済、キャリア等に対する意識の

差に影響を与えているのではないかという仮説を確認することを目的としたものである。 

図表 A.4.経済状態（単一選択） 

 

 

 

豊かと回答=230、普通と回答=538、
苦しいと回答=232

豊かと回答=291、普通と回答=520、
苦しいと回答=189

豊かと回答​
29.1%

​
普通と回答

52.0%

​
苦しいと回答

18.9%

大変豊かである

7.1%

やや豊か

である

22.0%

普通

52.0%

やや苦しい

13.8%

大変苦しい

5.1%

経済

状況別

豊かと回答
23.0%

普通と回答
53.8%

苦しいと回答
23.2%

大変豊かである
3.6%

やや豊かである
19.4%

普通
53.8%

やや苦しい
16.0%

大変苦しい
7.2%

2022年

調査
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1. サステナビリティ・SDGs 

1.1. 国内や海外の環境問題や社会課題への関心 

⚫ 国内や海外の環境問題や社会課題への関心を持つ（「とても関心がある」、「やや関心がある」、以下同様）

若者は、全体の 40.0％である。 

⚫ 学齢別では、中学生（28.0％）の関心はさほど高くないが、高校生（41.6％）になると環境問題や社会課

題に関心を持つ若者が増えている。大学生（47.8％）は、高校生とさほど変わらない。 

⚫ 経済状態別では、豊かと回答した若者のうち、環境問題･社会課題に関心を持つ回答者は 59.4％である。

一方、苦しいは 38.6％・普通は 29.6％であり、豊かと回答した若者と比べるとそのギャップは大きい。 

図表 1.1.国内や海外の環境問題や社会課題への関心（単一選択）   

全体= 1000全体= 1000

とても関心がある
8.2%

やや関心がある
31.8%

どちらともいえない
30.3%
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全体
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10.0%

やや関心がある
33.5%

どちらともいえない
22.1%

あまり関心がない
19.1%

全く関心がない
15.3%

2022年

調査

外：大学生=400、中:高校生=300、内：中学生=300外：男=500、内：女=500

6.4%

32.0%

27.8%

20.2%

13.6%

とても関心がある
10.0%

やや関心がある
31.6%

どちらともいえない
32.8%

あまり関心がない
15.2%

全く関心がない
10.4%

性別

4.0%

24.0%

30.3%

25.0%

16.7%

7.3%

34.3%

32.0%

13.7%

12.7%

とても関心がある
12.0%

やや関心がある
35.8%

どちらともいえない
29.0%

あまり関心がない
15.3%

全く関心がない
8.0%

学齢別
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外：豊かと回答=291、中:普通と回答=520、
内：苦しいと回答=189

外：海外経験あり=99、内：海外経験なし=901
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1.2. 関心のある環境問題や社会課題 

⚫ 前回調査に引き続き「人権」や「ジェンダー平等、ダイバーシティ・LGBTQ への配慮」への関心が高い。 

⚫ 女子は「ジェンダー平等、ダイバーシティ・LGBTQ への配慮」等への関心が同世代の男子に比べて高い。 

⚫ 海外経験別でみると、海外経験ありの方が「ジェンダー平等、ダイバーシティ・LGBTQ への配慮」「情報

セキュリティ」等への関心が海外経験なしよりも高い。 

図表 1.2.関心のある環境問題や社会課題（1 位）  

 

  

人権（ハラスメント、いじめ、虐
待、不登校、人種差別等）

気候変動・温暖化

平和構築、戦争、テロ、犯罪

食の問題（食品ロス、食糧の確
保、食品の安全、その他）

ジェンダー平等、ダイバーシ
ティ・LGBTQへの配慮

情報セキュリティ（サイバー攻
撃、個人情報の漏洩等）

教育（教育格差、学級崩壊、その
他）

労働問題（長時間労働、雇用不
安、失業等）

国の財政悪化（赤字国債の増発、
その他）

エネルギー問題（化石燃料等の資
源の枯渇、その他）

少子化（出生率の低下、未婚の増
加等）

高齢化（高齢者の介護、年金への
不安等）

医療福祉・健康・感染症対策

海洋酸性化・海洋プラスチック・
海洋汚染

格差・貧困

企業の不祥事（不正な取引、賄
賂、情報漏洩、作業現場での事故

等）

動物愛護

廃棄物・ごみ問題・リサイクル

水資源の枯渇（水不足）

森林保全

難民・移民

その他

関心があるものはない
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0.5%
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人権（ハラスメント、いじめ、虐
待、不登校、人種差別等）

気候変動・温暖化

平和構築、戦争、テロ、犯罪

食の問題（食品ロス、食糧の確
保、食品の安全、その他）

ジェンダー平等、ダイバーシ
ティ・LGBTQへの配慮

情報セキュリティ（サイバー攻
撃、個人情報の漏洩等）

教育（教育格差、学級崩壊、その
他）

労働問題（長時間労働、雇用不
安、失業等）

国の財政悪化（赤字国債の増発、
その他）

エネルギー問題（化石燃料等の資
源の枯渇、その他）
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1.3. 地域や社会をよくするための意欲 

⚫ 地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う割合（「よくある」、「ときどきある」の合計、以下同

じ）は、全体の半分以上(59.6％)である。 

⚫ 経済状況別にみると、地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う割合は、豊かと回答した若者

（68.3％）が、普通・苦しいと回答した若者（普通：57.7％、苦しい：55.4％）に比べて 10pt 以上高い。 

⚫ 海外経験別でみると、地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う割合は、海外経験ありと回答し

た若者（74.8％）が、海外経験なしと回答した若者（57.6％）に比べて 15pt 以上高い。 

図表 1.3.地域や社会をよくするための意欲（単一選択）  

  
 

 

全体=1000 外：男=500、内：女=500
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1.4. 環境問題や社会課題に対して自分にできることがあるか 

⚫ 環境問題や社会課題に対して自分にできることがあると思うか尋ねたところ、「強く思う」「ある程度思

う」と回答した若者は 46.7％である。 

⚫ 海外経験の有無別では、海外経験ありの若者は、海外経験なしの若者に比べて、「強く思う」「ある程度思

う」と肯定的な回答が多い。（海外経験あり（69.7％）、海外経験なし（44.2％）） 

図表 1.4.環境問題や社会課題に対して自分ができることがあるか（単一選択） 

  

外：男=500、内：女=500
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15.0%
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1.4.1. 環境問題や社会課題に対し、「できることがある」と思う理由 

⚫ 前の設問で「強く思う」「ある程度思う」と回答した若者のうち（n=467）、その理由として最も多いのが

「小さなことでも行動すれば変化につながると考えているから」（67.5％）であり、次に「身近にできる

具体的な取り組み（リサイクル、募金、ボランティアなど）があるから」（47.1％）である。 

図表 1.4.1.環境問題や社会課題の解決意欲がある理由（複数選択） 

 

小さなことでも行動すれば変化に
つながると考えているから

身近にできる具体的な取り組み
（リサイクル、募金、ボランティ

アなど）があるから

学校や家庭での経験から、社会に
役立てることがあると思えたから

社会に参加することは自分の責任
だと思うから

自分の得意なことやスキルを活か
せると思うから

一緒に取り組める友人や仲間がい
るから

将来の進路や夢とつながっている
から

その他
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0.2%

0% 25% 50% 75% 100%

全体=467

66.3%

42.9%

32.5%

22.9%

16.3%

13.3%

8.8%

0.0%
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将来の進路や夢とつながっている
から

その他

65.5%

48.5%

25.5%

23.5%

17.5%

13.0%

9.5%

0%

74.8%

42.0%

17.5%

19.6%

14.0%

11.2%

9.8%

0.7%

62%

51%

38%

18%

11%

10%

7%

0%

0% 25% 50% 75% 100%

大学生=200

高校生=143

中学生=124

63.5%

47.0%

29.3%

18.8%

16.0%

14.4%

9.4%

0.6%

73.4%

43.8%

28.6%

22.2%

11.8%

7.4%

7.4%

0.0%

61.4%

55.4%

14.5%

21.7%

19.3%

15.7%

12.0%

0.0%

0% 25% 50% 75% 100%

豊かと回答＝181

普通と回答＝203

苦しいと回答＝83

小さなことでも行動すれば変化に
つながると考えているから

身近にできる具体的な取り組み
（リサイクル、募金、ボランティ

アなど）があるから

学校や家庭での経験から、社会に
役立てることがあると思えたから

社会に参加することは自分の責任
だと思うから

自分の得意なことやスキルを活か
せると思うから

一緒に取り組める友人や仲間がい
るから

将来の進路や夢とつながっている
から

その他

52.2%

63.8%

37.7%

18.8%

27.5%

27.5%

11.6%

0%

70.1%

44.2%

24.4%

10.3%

19.6%

12.6%

8.5%

0.3%

0% 25% 50% 75% 100%

海外経験あり=69

海外経験なし=398
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1.4.2. 環境問題や社会課題に対し、「できることがない」と思う理由 

⚫ 前の設問で「あまり思わない」「全く思わない」と回答した若者のうち（n=206）、その理由として最も多

いのが「自分にできることは少ないと思うから」（43.7％）であり、次に「社会課題にそもそも関心がな

いから」（31.6％）である。 

⚫ 学齢別でみると、「社会課題についてよく知らない・情報が足りないから」と回答した割合は、中学生

（29.6％）が高校生（13.6％）、大学生（19.7％）を上回り、項目の中で最も学齢による差が大きかった。 

図表 1.4.2.環境問題や社会課題の解決意欲がない理由（複数選択） 

 

  

自分にできることは少ないと思う
から

社会課題にそもそも関心がないか
ら

時間や余裕がないから

社会課題についてよく知らない・
情報が足りないから

お金や移動手段など、環境が整っ
ていないから

周囲（友人や家族など）が あまり
関心を持っていないから

参加したり発言したりすると 批判
されたり浮いたりしそうだから

その他

43.7%

31.6%

24.3%

21.4%

17.0%

10.7%

6.3%

0.5%

0% 25% 50% 75% 100%

全体=206

40.0%

36.0%

23.0%

22.0%

18.0%

10.0%

5.0%

1.0%

47.2%

27.4%

25.5%

20.8%

16.0%

11.3%

7.5%

0.0%

0% 25% 50% 75% 100%

男=100

女=106



 

 

 

21  

C o p y r i g h t  ( C )  2 0 2 6  T h e  J a p a n  R e s e a r c h  I n s t i t u t e ,  L i m i t e d .   

 

 

 

  

自分にできることは少ないと思う
から

社会課題にそもそも関心がないか
ら

時間や余裕がないから

社会課題についてよく知らない・
情報が足りないから

お金や移動手段など、環境が整っ
ていないから

周囲（友人や家族など）が あまり
関心を持っていないから

参加したり発言したりすると 批判
されたり浮いたりしそうだから

その他

47.4%

26.3%

26.3%

19.7%

19.7%

14.5%

9.2%

0%

45.8%

35.6%

28.8%

13.6%

18.6%

5.1%

6.8%

1.7%

38.0%

33.8%

18.3%

29.6%

12.7%

11.3%

2.8%

0.0%

0% 25% 50% 75% 100%

大学生=76

高校生=59

中学生=71

43.8%

22.9%

18.8%

16.7%

20.8%

14.6%

6.3%

0%

44.0%

33.0%

25.0%

27.0%

17.0%

12.0%

7.0%

0.0%

43.1%

36.2%

27.6%

15.5%

13.8%

5.2%

5.2%

1.7%

0% 25% 50% 75% 100%

豊かと回答＝48

普通と回答＝100

苦しいと回答＝58

自分にできることは少ないと思う
から

社会課題にそもそも関心がないか
ら

時間や余裕がないから

社会課題についてよく知らない・
情報が足りないから

お金や移動手段など、環境が整っ
ていないから

周囲（友人や家族など）が あまり
関心を持っていないから

参加したり発言したりすると 批判
されたり浮いたりしそうだから

その他

33.3%

0%

33.3%

22.2%

44.4%

0%

22.2%

0%

44.2%

33.0%

23.9%

21.3%

15.7%

11.2%

5.6%

0.5%

0% 25% 50% 75% 100%

海外経験あり=9

海外経験なし=197
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1.4.3. 社会や地域に貢献する新たな活動を始めようとするときに必要なこと 

⚫ 社会や地域に貢献する新たな活動を始めようとするときに必要だと思うことは何か尋ねたところ、最も

多いのが「時間的余裕」（50.5％）であり、次に「経済的余裕」（44.1％）である。 

⚫ 学齢別でみると、中学生では「仲間やコミュニティ」が 48.7％と最も高く、「時間的余裕」（43.0％）、「経

済的余裕」（31.3％）を上回った。 

図表 1.4.3.社会や地域に貢献する新たな活動を始めようとするときに必要なこと（複数選択） 

 

  

時間的余裕

経済的余裕

仲間やコミュニティ

活動に関する案内・情報

周囲の理解・応援

ロールモデル、インフルエンサー
など

メンターや相談相手

その他

50.5%

44.1%

38.3%

26.6%

17.7%

8.5%

7.1%

0.8%

0% 25% 50% 75% 100%

全体＝1000

53.8%

44.4%

39.4%

25.4%

17.4%

8.8%

8.6%

1.2%

47.2%

43.8%

37.2%

27.8%

18.0%

8.2%

5.6%

0.4%

0% 25% 50% 75% 100%

男=500

女=500
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時間的余裕

経済的余裕

仲間やコミュニティ

活動に関する案内・情報

周囲の理解・応援

ロールモデル、インフルエンサー
など

メンターや相談相手

その他

56.0%

53.8%

33.8%

26.8%

19.8%

9.0%

6.5%

0.8%

50.7%

44.0%

34.0%

24.0%

15.0%

9.7%

6.0%

1.7%

43.0%

31.3%

48.7%

29.0%

17.7%

6.7%

9.0%

0.0%

0% 25% 50% 75% 100%

大学生=400

高校生=300

中学生=300

51.5%

45.0%

35.4%

28.2%

18.9%

7.2%

6.5%

0.3%

50.4%

41.3%

41.0%

26.0%

17.5%

8.5%

6.3%

0.6%

49.2%

50.3%

35.4%

25.9%

16.4%

10.6%

10.1%

2.1%

0% 25% 50% 75% 100%

豊かと回答＝291

普通と回答＝520

苦しいと回答＝189

時間的余裕

経済的余裕

仲間やコミュニティ

活動に関する案内・情報

周囲の理解・応援

ロールモデル、インフルエンサー
など

メンターや相談相手

その他

52.5%

51.5%

38.4%

38.4%

30.3%

8.1%

10.1%

0%

50.3%

43.3%

38.3%

25.3%

16.3%

8.5%

6.8%

0.9%

0% 25% 50% 75% 100%

海外経験あり=99

海外経験なし=901
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1.5. 日頃行っている社会貢献活動 

⚫ 社会貢献活動を行っている若者は全体の 25.7％。性別でみると、男子（28.2％）の方が女子（23.2％）よ

り、社会貢献活動を行っている者の比率がやや多い。 

⚫ 経済状況別では、豊かと回答した若者が 38.5％と最も多く、苦しいと回答した若者（21.2％）、普通と回

答した若者（20.2％）と続く。 

図表 1.5.日頃行っている社会貢献活動（単一選択） 

 

 

 

全体= 1000 全体= 1000

社会貢献活動をしている
25.7%

社会貢献活動をしていない
74.3%

全体

社会貢献活動をしている
21.3%

社会貢献活動をしていない
78.7%

2022年

調査

外：男=500、内：女=500 外：大学生=400、中:高校生=300、内：中学生=300

23.2%

76.8%

社会貢献活動をしている
28.2%

社会貢献活動をしていない
71.8%

性別

20.0%

80.0%

25.7%

74.3%

社会貢献活動をしている
30.0%

社会貢献活動をしていない
70.0%

学齢別

外：豊かと回答=291、中:普通と回答=520、

内：苦しいと回答=189

外：海外経験あり=99、内：海外経験なし=901

21.2%

78.8%

20.2%

79.8%

社会貢献活動をしている
38.5%

社会貢献活動をしていない
61.5%

経済

状況別

22.3%

77.7%

社会貢献活動をしている
56.6%

社会貢献活動をしていない
43.4%

海外

経験別
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1.5.1. 社会貢献活動の実施場所 

⚫ 前の設問で「社会貢献活動をしている」と回答した若者のうち（n=257）、日頃行っている社会貢献活動の

場所として、最も多いのが「学校の授業（修学旅行や体験学習含む）」（45.9％）であり、次に「学校の課

外活動・クラブ活動」（44.7％）である。 

⚫ 男子は「学校の課外活動・クラブ活動」（46.1％）が多く、女子は「学校の授業（修学旅行や体験学習含

む）」（46.6％）が多い。 

図表 1.5.1.社会貢献活動の実施場所（複数選択） 

 
注 「その他」には、「大学」「個人」「友達」「個人的に」「自主的に」「募金」「エネルギーの節約」「アルバイト」「学校サポート」

などがあった。 

学校の授業（修学旅行や体験学習
含む）

学校の課外活動・クラブ活動

地域や自治体の取り組み（学校除
く）

関連団体が開催するイベント

習い事

オンライン

保護者の職場

その他

45.9%

44.7%

29.2%

19.1%

14.4%

9.3%

8.2%

4.7%

0% 25% 50% 75% 100%

全体=257

45.4%

46.1%

29.8%

16.3%

14.2%

8.5%

9.2%

5.7%

46.6%

43.1%

28.4%

22.4%

14.7%

10.3%

6.9%

3.4%

0% 25% 50% 75% 100%

男=141

女=116
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注 「その他」には、「大学」「個人」「友達」「個人的に」「自主的に」「募金」「エネルギーの節約」「アルバイト」「学校サポート」

などがあった。 

学校の授業（修学旅行や体験学習
含む）

学校の課外活動・クラブ活動

地域や自治体の取り組み（学校除
く）

関連団体が開催するイベント

習い事

オンライン

保護者の職場

その他

42.5%

47.5%

27.5%

20.8%

9.2%

7.5%

7.5%

5.8%

53.2%

35.1%

26.0%

10.4%

7.8%

3.9%

3.9%

3.9%

43.3%

51.7%

36.7%

26.7%

33.3%

20.0%

15.0%

3.3%

0% 25% 50% 75% 100%

大学生=120

高校生=77

中学生=60

43.8%

41.1%

25.9%

22.3%

18.8%

11.6%

9.8%

6.3%

45.7%

46.7%

30.5%

16.2%

11.4%

4.8%

6.7%

4.8%

52.5%

50.0%

35.0%

17.5%

10.0%

15.0%

7.5%

0.0%

0% 25% 50% 75% 100%

豊かと回答＝112

普通と回答＝105

苦しいと回答＝40

学校の授業（修学旅行や体験学習
含む）

学校の課外活動・クラブ活動

地域や自治体の取り組み（学校除
く）

関連団体が開催するイベント

習い事

オンライン

保護者の職場

その他

51.8%

51.8%

23.2%

30.4%

41.1%

12.5%

17.9%

3.6%

44.3%

42.8%

28.9%

12.9%

11.9%

7.0%

7.0%

5.0%

0% 25% 50% 75% 100%

海外経験あり=56

海外経験なし=201
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1.5.2. 寄付経験 

⚫ 前の設問で「社会貢献活動を行っている」と回答した若者（n=257）のうち 67.7％が、自分のお金を使っ

て「寄付をしたことがある」と回答している。 

⚫ 海外経験があると回答した若者の方が、海外経験がない若者よりも寄付を実施している比率が約 30pt 高

い。（海外経験あり（91.1%）、海外経験なし（61.2％）） 

図表 1.5.2.寄付経験（単一選択） 

全体=257 外：男=141、内：女=116

寄付をしたことがある
67.7%

寄付をしたことがない
32.3%

全体 63.8%

36.2%

寄付をしたことがある
70.9%

寄付をしたことがない
29.1%

性別

外：豊かと回答=112、中:普通と回答=105、
内：苦しいと回答=40

外：大学生=120、中:高校生=77、内：中学生=60

70.0%

30.0%
61.0%

39.0%

寄付をしたことがある
70.8%

寄付をしたことがない
29.2%

学齢別

62.5%

37.5%

61.9%

38.1%

寄付をしたことがある
75.0%

寄付をしたことがない
25.0%

経済

状況別

外：海外経験あり=56、内：海外経験なし=201

61.2%

38.8%

寄付をしたことがある
91.1%

寄付をしたことがない
8.9%

海外

経験別
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1.5.2.1. 寄付をしたことがない理由 

⚫ 社会貢献活動をしているが、寄付をしたことがないと回答した若者（n=83）に対して、その理由を確認し

たところ「寄付をできる金銭や物品の余裕がない」が約 4 割を占めた（39.8％）。特に、自分で裁量を持

っている金銭・物品が比較的少ないであろう高校生と中学生による回答が多い。 

⚫ 経済状況別では、苦しいと回答した若者は、豊かと回答した若者や普通と回答した若者に比べ、「寄付が

できる団体を知らないから」（33.3％）、「寄付が環境問題や社会課題の直接的な解決にはつながらないと

思うから」（13.3％）の回答が高い。 

図表 1.5.2.1.寄付をしたことがない理由（複数選択） 

 

  

寄付をできる金銭や物品の余裕が
ないから

寄付の方法がわからないから

寄付に対してよいイメージを持っ
ていないから

寄付ができる団体を知らないから

寄付が環境問題や社会課題の解決
につながる理由がよくわからない

から

寄付をしたいと思えるような団体
がないから

寄付が環境問題や社会課題の直接
的な解決にはつながらないと思う

から

その他

39.8%

18.1%

14.5%

14.5%

13.3%

10.8%

3.6%

1.2%

0% 25% 50% 75% 100%

全体=83

39.0%

22.0%

14.6%

9.8%

14.6%

12.2%

2.4%

2.4%

40%

14%

14%

19%

12%

10%

5%

0%

0% 25% 50% 75% 100%

男=41

女=42
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寄付をできる金銭や物品の余裕が
ないから

寄付の方法がわからないから

寄付に対してよいイメージを持っ
ていないから

寄付ができる団体を知らないから

寄付が環境問題や社会課題の解決
につながる理由がよくわからない

から

寄付をしたいと思えるような団体
がないから

寄付が環境問題や社会課題の直接
的な解決にはつながらないと思う

から

その他

27.8%

11.1%

16.7%

22.2%

11.1%

22.2%

0%

0%

43.3%

23.3%

16.7%

3.3%

20.0%

3.3%

6.7%

0.0%

42.9%

17.1%

11.4%

20.0%

8.6%

11.4%

2.9%

2.9%
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大学生=35

高校生=30

中学生=18

42.9%

10.7%

17.9%

14.3%

17.9%

14.3%

3.6%

3.6%

42.5%

25.0%

12.5%

7.5%

10.0%

10.0%

0.0%

0.0%

26.7%

13.3%

13.3%

33.3%

13.3%

6.7%

13.3%

0.0%

0% 25% 50% 75% 100%

豊かと回答＝28

普通と回答＝40

苦しいと回答＝15

寄付をできる金銭や物品の余裕が
ないから

寄付の方法がわからないから

寄付に対してよいイメージを持っ
ていないから

寄付ができる団体を知らないから

寄付が環境問題や社会課題の解決
につながる理由がよくわからない

から

寄付をしたいと思えるような団体
がないから

寄付が環境問題や社会課題の直接
的な解決にはつながらないと思う

から

その他
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1.6. SDGs（持続可能な開発目標）の認知 

⚫ 「よく知っている」「多少は知っている」と回答した若者の割合は、全体の 70.8％。その割合は、前回調

査からおおむね横ばいである。 

⚫  学齢別でみると、高校生では 77.3％、大学生では 78.8％が認知しているのに対し、中学生は 53.6％に

とどまった。 

図表 1.6.SDGs（持続可能な開発目標）の認知（単一選択） 

全体= 1000全体= 1000

よく知っている
25.7%

多少は知っている
45.1%

名前は聞いたことがある
16.8%

全く知らない
12.4%

全体

よく知っている
26.4%

多少は知っている
47.0%

名前は聞いたことがある
17.6%

全く知らない
9.0%

2022年

調査

外：男=500、内：女=500 外：大学生=400、中:高校生=300、内：中学生=300

14.3%

39.3%

28.3%

18.0%
30.3%

47.0%

11.0%

11.7%
よく知っている

30.8%

多少は知っている
48.0%

名前は聞いたことがある
12.5%

全く知らない
8.8%

学齢別

26.4%

47.8%

13.4%

12.4%

よく知っている
25.0%

多少は知っている
42.4%

名前は聞いたことがある
20.2%

全く知らない
12.4%

性別

外：豊かと回答=291、中:普通と回答=520、
内：苦しいと回答=189

外：海外経験あり=99、内：海外経験なし=901

21.7%

42.9%

19.0%

16.4%

21.3%

44.6%

20.0%

14.0%

よく知っている
36.1%

多少は知っている
47.4%

名前は聞いたことがある
9.6%

全く知らない
6.9%

経済

状況別

23.5%

45.4%

18.0%

13.1%

よく知っている
45.5%

多少は知っている
42.4%

名前は聞いたことがある
6.1%

全く知らない
6.1%

海外

経験別
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1.7. 関心のある SDGs の 17 の目標 

⚫ 前回調査と同様に、全体では突出して回答者が多い目標はみられなかった。 

⚫ 一方、大学生・高校生の女子では「目標 5 ジェンダー平等を実現しよう」（11.5％、12.7％）への関心が

高く、中学生では男子で「目標 10 人や国の不平等をなくそう」（15.3％）、女子で「目標 16 平和と公正

をすべての人に」（12.0％）が最も高かった。学齢や性別によって関心の高い目標に違いがみられる。 

図表 1.7.関心のある SDGs の 17 の目標（1 位） 

 

 

 

貧困をなくそう

飢餓をゼロに

すべての人に健康と福祉を

質の高い教育をみんなに

ジェンダー平等を実現しよう

安全な水とトイレを世界中に

エネルギーをみんなにそしてク
リーンに

働きがいも経済成長も

産業と技術革新の基盤をつくろう

人や国の不平等をなくそう

住み続けられるまちづくりを

つくる責任つかう責任

気候変動に具体的な対策を

海の豊かさを守ろう

陸の豊かさを守ろう

平和と公正をすべての人に

パートナーシップで目標を達成し
よう
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6.0%
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3.0%

6.0%
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3.0%

10.0%

2.0%

6.0%
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6.0%

9.0%

8.5%

4.0%

4.0%
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1.5%

11.5%
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4.0%

5.0%

3.0%

10.5%

1.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

大学生・男
=200

大学生・女
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6.0%
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9.3%

8.0%

1.3%

6.0%
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2.7%

4.0%

4.0%

6.0%

5.3%

8.7%

6.7%
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10.0%

5.3%
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9.3%
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=150

高校生・女
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4.7%
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6.0%
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4.0%
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0.7%

8.7%

11.3%

4.0%

6.7%

6.7%

2.0%

12.0%

3.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

中学生・男
=150

中学生・女
=150

＜今回調査＞ ＜今回調査＞＜今回調査＞
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（参考）図表 1.7.1.関心のある SDGs の 17 の目標（1 位）前回調査 

 

  

貧困をなくそう

飢餓をゼロに

すべての人に健康と福祉を

質の高い教育をみんなに

ジェンダー平等を実現しよう

安全な水とトイレを世界中に

エネルギーをみんなに
そしてクリーンに

働きがいも経済成長も

産業と技術革新の
基盤をつくろう

人や国の不平等をなくそう

住み続けられるまちづくりを

つくる責任 つかう責任

気候変動に具体的な対策を

海の豊かさを守ろう

パートナーシップで
目標を達成しよう

陸の豊かさを守ろう

平和と公正をすべての人に
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4.5%
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2.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

大学生・男= 
200

大学生・女= 
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4.7%

2.7%
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12.0%
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4.7%

1.3%

0.7%

7.3%

1.3%

4.0%

12.0%

11.3%

3.3%

14.0%

8.0%

2.0%

9.3%

0.7%

6.7%

6.7%

8.0%

5.3%

6.7%

9.3%
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0.7%
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4.0%
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＜2022年調査＞ ＜2022年調査＞ ＜2022年調査＞
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（参考）図表 1.7.2.SDGs をよく知っている若者の関心のある SDGs の 17 の目標（1 位） 

 

貧困をなくそう

飢餓をゼロに

すべての人に健康と福祉を

質の高い教育をみんなに

ジェンダー平等を実現しよう

安全な水とトイレを世界中に

エネルギーをみんなにそしてク
リーンに

働きがいも経済成長も

産業と技術革新の基盤をつくろう

人や国の不平等をなくそう

住み続けられるまちづくりを

つくる責任つかう責任

気候変動に具体的な対策を

海の豊かさを守ろう

陸の豊かさを守ろう

平和と公正をすべての人に

パートナーシップで目標を達成し
よう
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7.6%
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7.0%
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3.5%
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全体=1000

SDGsをよく知っている
=257

＜今回調査＞
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1.8. SDGs に対する考え 

⚫ 全体の 55.1％が SDGs は「世界で達成するべき重要な目標」と思っているものの、「目標としている 2030

年に達成できそう」と考える若者は全体の 23.4％にとどまっている。 

⚫ SDGs はだれが実施すべきかという点については、「国際機関や政府」（49.8％）、「企業や団体」（48.5％）、

「私たち個人」（48.4％）といずれも大差はない。一方で「達成のために必要な行動を理解している」と

回答した若者は 39.8％である。 

図表 1.8.SDGs に対する考え（単一選択） 

 

 

 

 

 

 

  

【全体=1000】

世界が達成するべき重要な目
標である

国際機関や政府が実施するべ
きものである

SDGsウォッシュ（うわべだけ
SDGsに取組んでいるように見

せること）が増えている

企業や団体が実施するべきも
のである

SDGsは企業のアピール合戦に
なっている

私たち個人が実施するべきも
のである

わたしは「持続可能な開発」
の意味を理解している

わたしはSDGsの達成が必要な
理由を理解している

SDGsはもうからない（経済と
の両立は難しい）

わたしはSDGs達成のために必
要な行動を理解している

経済的に余裕のある人のみが
実施するべきものである

SDGsは目標としている2030年
に達成できそうだ
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10.6%

8.7%
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29.1%

33.3%

31.1%
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16.0%

35.2%

39.8%
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1.8.1. 「ポスト SDGs（次の時代の目標）」を考える際の重要な視点 

⚫ ポスト SDGs で重視する視点は、「心の豊かさ・メンタルヘルスの向上、ウェルビーイング」が最多（男子

41.8％、女子 42.8％）となった。 

⚫ 「心の豊かさ・メンタルヘルスの向上、ウェルビーイング」の回答割合は、2 位の「戦争・分断のない平

和的な対話促進と共存」（男子 14.2％、女子 13.6％）を男女とも 25pt 以上上回り、若者の間でウェルビ

ーイングへの関心が突出していることが示された。 

図表 1.8.1. 「ポスト SDGs（次の時代の目標）」を考える際の重要な視点（1 位） 
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1.8.2. 「ポスト SDGs（次の時代の目標）」を考える際の重要な視点を選択した理由 

⚫ 前の設問で選んだ項目を大切だと思うのはなぜか尋ねたところ、「自分や身近な人の生活に関係している

から」が最も多かった（男子 46.6％、女子 46.2％）。 

⚫ ポスト SDGs で「心の豊かさ・メンタルヘルスの向上、ウェルビーイング」が重視された背景には、若者

が自身や身近な人の暮らしや幸福につながる課題を重視していることがあると考えられる。 

図表 1.8.2. 「ポスト SDGs（次の時代の目標）」を考える際の重要な視点を選択した理由（1 位） 
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1.9. 商品購入時の、環境問題や社会課題に取り組む企業の商品かどうかの意識 

⚫ 環境問題や社会課題を意識した商品購入を行っている若者は全体で 32.1%だった。（前回：32.4％） 

⚫ 経済状態別では、豊かと回答した若者のうち「意識している」と回答したのは 43.7％である。一方、苦

しいと回答した若者（35.5％）・普通と回答した若者（24.4％）と比べるとそのギャップは大きい。 

図表 1.9.商品購入時の、環境問題や社会課題に取り組む企業の商品かどうかの意識（単一選択） 

 

 

 

 

とても意識している

やや意識している

あまり意識していない

全く意識していない

必要なものはすべて保護者が購入す
るので、自分では購入していない

6.0%

26.1%
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13.9%

13.9%
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7.2%

26.4%

38.6%

13.8%

14.0%

21.3%

21.3%

34.4%

11.6%

11.4%
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とても意識している

やや意識している

あまり意識していない

全く意識していない

必要なものはすべて保護者が購入す
るので、自分では購入していない
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28.0%

40.5%
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25.3%

41.7%

10.0%
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1.10. 環境問題や社会課題に取り組む企業の認知経路 

⚫ 環境問題や社会課題に取り組んでいる企業を認知する媒体としては、全体として「企業のテレビ CM」を

選ぶ若者が多く「ウェブメディア」、「企業が発信する SNS」と続く。 

⚫ 「企業のホームページ」や「企業が発信する SNS」では、学齢が高くなるほど選択している若者が多い。 

図表 1.10.環境問題や社会課題に取り組む企業の認知経路（複数選択） 

 
注 「その他」には、「学校」「学校の授業」「関心がない」「気にしない」「知ることはない」「商品パッケージのフェアトレードマ

ーク」「店頭のポスターなど」「わからない」等があった。 
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ティ報告書

投資関連情報サイト・雑誌

その他

36.2%

26.8%

23.0%

22.1%

20.0%

9.9%

8.9%

8.0%

6.8%

2.5%

0% 25% 50% 75% 100%

全体=1000

34.8%

27.2%

23.0%

25.2%

20.8%

11.2%

9.6%

8.6%

9.0%

3.8%

37.6%

26.4%

23.0%

19.0%

19.2%

8.6%

8.2%

7.4%

4.6%

1.2%

0% 25% 50% 75% 100%

男=500

女=500
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注 「その他」には、「学校」「学校の授業」「関心がない」「気にしない」「知ることはない」「商品パッケージのフェアトレードマ

ーク」「店頭のポスターなど」「わからない」等があった。 
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2. 金融・経済教育 

2.1. 金融や経済への関心 

⚫ 金融や経済への関心を持つ（「とても関心がある」、「やや関心がある」）若者は全体で 38.5％であり、前

回（43.4％）と比べると、やや減少していることがわかる。 

⚫ さらに性別ごとでは、男子で 39.0％、女子で 38.0％であり、学齢別を加えた性別ごとでは、大学生男子

で 51.0％、大学生女子で 42.5％、高校生男子で 35.3％、高校生女子で 39.3％、中学生男子で 26.7％、

中学生女子で 30.7％である。 

⚫ 経済状態別にみると、豊かであると回答した人（54.3％）は、普通（28.4％)・苦しい（41.8％）と比較

して関心度が高い。 

図表 2.1.金融や経済への関心（単一選択） 

  

全体= 1000全体= 1000

とても関心がある
11.0%

やや関心がある
27.5%

どちらともいえない
27.3%

あまり関心がない
20.0%

全く関心がない
14.2%

全体

とても関心がある
11.7%

やや関心がある
31.7%

どちらともいえない
23.2%

あまり関心がない
18.3%

全く関心がない
15.1%

2022年

調査

外：男=500、内：女=500 外：大学生=400、中:高校生=300、内：中学生=300

9.0%

29.0%

26.0%

20.6%

15.4%

とても関心がある
13.0%

やや関心が
ある
26.0%

どちらともいえない
28.6%

あまり関心がない
19.4%

全く関心がない
13.0%

性別

7.7%

21.0%

28.3%

26.7%

16.3%

10.3%

27.0%

27.3%

18.0%

17.3%

とても関心がある
14.0%

やや関心がある
32.8%

どちらともいえない
26.5%

あまり関心がない
16.5%

全く関心がない
10.3%

学齢別
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外：大学生・女=200、中：高校生・女=150、
内：中学生・女=150

外：大学生・男=200、中：高校生・男=150、
内：中学生・男=150

8.7%

18.0%

30.7%

27.3%

15.3%

11.3%

24.0%

28.0%

17.3%

19.3%

とても関心がある

17.5%

やや関心が

ある

33.5%どちらともいえない

27.5%

あまり関心がない

15.0%

全く関心がない

6.5%

男・

学齢別

6.7%

24.0%

26.0%

26.0%

17.3%

9.3%

30.0%

26.7%

18.7%

15.3%

とても関心がある

10.5%

やや関心が

ある

32.0%

どちらともいえない

25.5%

あまり関心がない

18.0%

全く関心がない
14.0%

女・

学齢別

外：豊かと回答=291、中:普通と回答=520、
内：苦しいと回答=189

14.3%

27.5%

19.6%

18.5%

20.1%

6.7%

21.7%

34.0%

22.5%

15.0%

とても関心がある
16.5%

やや関心がある
37.8%

どちらともいえない
20.3%

あまり関心がない
16.5%

全く関心がない
8.9%

経済

状況別
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2.2. 金融や経済に関して学ぶ機会 

⚫ 若者が金融や経済を学ぶ機会は、大学、高校、中学ともに、教員から学ぶ機会が最も多い。 

⚫ 性別や、国公私立による差はあまりみられないが、経済状態別にみたときに豊かと回答した若者は、そう 

ではない若者と比較して、わずかながら金融や経済に関して学ぶ機会が多い。 

図表 2.2.金融や経済に関して学ぶ機会（複数選択） 

 
注 「その他の機会」には、「家庭」「親から」「忘れた」「独学」「本」「テレビ」「YouTube」等があった。 

 

大学で学んだことがある（大学の
先生）

大学で学んだことがある（金融機
関からの派遣講師）

大学で学んだことがある（その
他）

高校で学んだことがある（高校の
先生）

高校で学んだことがある（金融機
関からの派遣講師）

高校で学んだことがある（その
他）

中学で学んだことがある（中学の
先生）

中学で学んだことがある（金融機
関からの派遣講師）

中学で学んだことがある（その
他）

民間の教育サービス（塾等）を利
用して学んだことがある

その他の機会に学んだことがある

学んだことはないが、機会があれ
ば学びたい

学んだことはなく、関心もない

11.0%

4.9%

4.0%

16.0%

7.5%

4.4%

15.2%

7.7%

6.4%

3.9%

1.3%

21.5%

22.5%

0% 25% 50% 75% 100%

全体=1000

11.4%

6.0%

4.6%

15.0%

9.0%

5.2%

15.2%

8.0%

6.6%

3.6%

1.8%

20.6%

23.6%

10.6%

3.8%

3.4%

17.0%

6.0%

3.6%

15.2%

7.4%

6.2%

4.2%

0.8%

22.4%

21.4%

0% 25% 50% 75% 100%

男=500

女=500
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注 「その他の機会」には、「家庭」「親から」「忘れた」「独学」「本」「テレビ」「YouTube」等があった。 

  

大学で学んだことがある（大学の
先生）

大学で学んだことがある（金融機
関からの派遣講師）

大学で学んだことがある（その
他）

高校で学んだことがある（高校の
先生）

高校で学んだことがある（金融機
関からの派遣講師）

高校で学んだことがある（その
他）

中学で学んだことがある（中学の
先生）

中学で学んだことがある（金融機
関からの派遣講師）

中学で学んだことがある（その
他）

民間の教育サービス（塾等）を利
用して学んだことがある

その他の機会に学んだことがある

学んだことはないが、機会があれ
ば学びたい

学んだことはなく、関心もない

27.5%

12.3%

10.0%

19.0%

8.3%

4.8%

7.5%

2.8%

1.3%

3.0%

1.3%

21.8%

19.5%

0.0%

0.0%

0.0%

28.0%

14.0%

8.3%

14.7%

5.3%

3.3%

1.7%

2.0%

16.0%

26.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

26.0%

16.7%

16.3%

7.3%

0.7%

26.7%

22.3%

0% 25% 50% 75% 100%

大学生=400

高校生=300

中学生=300

15.5%

7.9%

5.8%

23.0%

8.6%

6.9%

17.9%

9.6%

10.0%

6.9%

2.1%

17.5%

10.0%

7.5%

3.5%

3.5%

13.3%

6.7%

2.7%

14.8%

6.0%

5.0%

2.5%

1.2%

22.7%

28.7%

13.8%

4.2%

2.6%

12.7%

7.9%

5.3%

12.2%

9.5%

4.8%

3.2%

0.5%

24.3%

24.9%

0% 25% 50% 75% 100%

豊かと回答=291

普通と回答=520

苦しいと回答=189
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注 「その他の機会」には、「家庭」「親から」「忘れた」「独学」「本」「テレビ」「YouTube」等があった。 

 

大学で学んだことがある（大学
の先生）

大学で学んだことがある（金融
機関からの派遣講師）

大学で学んだことがある（その
他）

高校で学んだことがある（高校
の先生）

高校で学んだことがある（金融
機関からの派遣講師）

高校で学んだことがある（その
他）

中学で学んだことがある（中学
の先生）

中学で学んだことがある（金融
機関からの派遣講師）

中学で学んだことがある（その
他）

民間の教育サービス（塾等）を
利用して学んだことがある

その他の機会に学んだことがあ
る

学んだことはないが、機会があ
れば学びたい

学んだことはなく、関心もない

27.5%

10.4%

11.2%

15.6%

8.2%

3.7%

6.3%

1.1%

1.1%

3.3%

1.9%

21.6%

20.4%

25.0%

17.7%

8.3%

29.2%

10.4%

9.4%

10.4%

6.3%

2.1%

3.1%

0.0%

25.0%

13.5%

34.3%

11.4%

5.7%

17.1%

2.9%

0.0%

8.6%

5.7%

0.0%

0.0%

0.0%

14.3%

28.6%

0% 25% 50% 75% 100%

国立大学=96

公立大学=35

私立大学=269

0.0%

0.0%

0.0%

25.0%

10.0%

20.0%

20.0%

5.0%

5.0%

0.0%

0.0%

5.0%

25.0%

0.0%

0.0%

0.0%

30.5%

15.6%

7.8%

14.3%

6.5%

3.2%

1.9%

1.9%

16.9%

26.0%

0.0%

0.0%

0.0%

25.4%

12.7%

7.1%

14.3%

4.0%

3.2%

1.6%

2.4%

16.7%

27.8%

0% 25% 50% 75% 100%

国立高校=20

公立高校=154

私立高校=126

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

44.4%

33.3%

33.3%

16.7%

0.0%

5.6%

11.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

24.0%

13.4%

14.2%

6.5%

0.8%

30.5%

25.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

30.6%

30.6%

22.2%

8.3%

0.0%

11.1%

8.3%

0% 25% 50% 75% 100%

国立中学=18

公立中学=246

私立中学=36
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2.3. 金融や経済についての理解度 

⚫ 金融や経済についての授業を受けたことがある若者（n=560）のうち、理解できたと感じている（「よく理

解できた」、「だいたい理解できた」）若者は全体で 52.7％、性別ごとでは男子で 54.8％、女子で 50.6％

である。おおむね前回調査との傾向は変わらない。 

⚫ 学齢および性別ごとに理解ができたと感じている若者の比率は、大学生男子 53.8％、大学生女子 50.8％、

高校生男子 55.3％、高校生女子 43.6％、中学生男子 56.0％、中学生女子 57.7％である。 

⚫ 経済状態別にみると、豊かと回答した若者は、そうではないと回答した若者と比較して、金融や経済に関

しての理解度が高い傾向にある。 

図表 2.3.金融や経済についての理解度（単一選択） 

  

全体= 560 全体= 514

よく理解できた
12.0%

だいたい理解できた
40.7%

どちらともいえない
29.3%

あまり理解できなかった
15.2%

全く理解できなかった
2.9%

全体

よく理解できた
9.5%

だいたい理解できた
46.1%

どちらともいえない
30.0%

あまり理解できなかった
12.8%

全く理解できなかった
1.6%

2 0 2 2年

調査

外：男=279、内：女=281 外：大学生=235、中：高校生=172、内：中学生=153

9.3%

41.3%

28.5%

18.5%

2.5%

よく理解できた
14.7%

だいたい理解でき
た

40.1%

どちらともいえない
30.1%

あまり理解できな
かった
11.8%

全く理解できなかった
3.2%

性別

11.1%

45.8%

33.3%

7.8%

2.0%
8.7%

40.7%

27.9%

18.6%

4.1%

よく理解できた
14.9%

だいたい理解できた
37.4%

どちらともいえない
27.7%

あまり理解できなかった
17.4%

全く理解できなかった
2.6%

学齢別
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外：大学生・男=119、内：大学生・女=116 外：高校生・男=85、内：高校生・女=87 

10.3%

40.5%

24.1%

20.7%

4.3%

よく理解できた

19.3%

だいたい理解できた
34.5%

どちらともいえない

31.1%

あまり理解できな
かった
14.3%

全く理解できなかった
0.8%

大学生

・性別

5.7%

37.9%

28.7%

26.4%

1.1%

よく理解できた

11.8%

だいたい理解でき
た

43.5%
どちらともいえな

い…

あまり理解できな
かった
10.6%

全く理解できなかった
7.1%

高校生

・性別

外：中学生・男=75、内：中学生・女=78 外：国立=88、中：公立=217、中：私立=225

12.5%

41.2%

26.7%

16.9%
2.7%

8.8%

41.5%33.6%

13.4%

2.8%

よく理解できた
18.2%

だいたい理解できた
37.5%

どちらともいえない

26.1%

あまり理解できなかった

14.8%

全く理解できなかった
3.4%

学校

種別

11.5%

46.2%

34.6%

6.4%

1.3%

よく理解できた

10.7%

だいたい理解
できた
45.3%

どちらともいえない

32.0%

あまり理解できな
かった
9.3%

全く理解できなかった
2.7%

中学生

・性別

外：豊かと回答=211、中：普通と回答=253、

内：苦しいと回答=96

9.4%

46.9%21.9%

16.7%

5.2%
6.7%

36.8%

37.9%

15.4%

3.2%
よく理解できた

19.4%

だいたい理解できた
42.7%

どちらともいえない
22.3%

あまり理解できなかった
14.2%

全く理解できなかった
1.4%

経済

状況別
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（参考）図表 2.3.1.金融や経済に関して学ぶ機会別理解度 

 

 

 

 

高校_教員から
学んだ＝ 160

全体＝ 560

大学_教員から
学んだ＝ 110

大学_教員から
学んでいない＝ 450

大学_金融機関からの
派遣講師から学んだ
＝ 49
大学_金融機関からの
派遣講師から学んで
いない＝ 511

中学_金融機関からの
派遣講師から学んで
いない＝ 483

民間の教育サービス
（塾等）から学んだ
＝ 39
民間の教育サービス
（塾等）から学んで
いない＝ 521

高校_教員から
学んでいない＝ 400

高校_金融機関からの
派遣講師から学んだ
＝ 75
高校_金融機関からの
派遣講師から学んで
いない＝ 485

中学_教員から
学んだ＝ 152

中学_教員から
学んでいない＝ 408

中学_金融機関からの
派遣講師から学んだ
＝ 77

12.0% 40.7% 29.3% 15.2% 2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

21.8%

9.6%

36.4%

41.8%

19.1%

31.8%

20.0%

14.0%

2.7%

2.9%

32.7%

10.0%

38.8%

40.9%

20.4%

30.1%

8.2%

15.9%

0%

3.1%

16.3%

10.3%

35.0%

43.0%

24.4%

31.3%

21.9%

12.5%

2.5%

3.0%

14.7%

11.5%

46.7%

39.8%

21.3%

30.5%

14.7%

15.3%

2.7%

2.9%

14.5%

11.0%

46.1%

38.7%

27.6%

29.9%

11.2%

16.7%

0.7%

3.7%

24.7%

9.9%

53.2%

38.7%

19.5%

30.8%

2.6%

17.2%

0%

3.3%

25.6%

10.9%

23.1%

42.0%

23.1%

29.8%

23.1%

14.6%

5.1%

2.7%

よく理解できた だいたい理解できた どちらともいえない
あまり

理解できなかった

全く

理解できなかった
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2.4. ESG 投資やサステナブル・ファイナンスの認知 

⚫ ESG 投資やサステナブル・ファイナンスという言葉を知っている（「よく知っている」「多少は知ってい

る」）と回答した若者は全体で 34.4％であり、性別ごとでは男子で 36.8％、女子で 32.0％である。 

⚫ 学齢別では、大学生が 37.8％とやや高く、高校生で 32.0％、中学生で 32.4％である。 

⚫ 経済状態別にみると、豊かと回答した若者は、そうではないと回答した若者と比較して、ESG 投資やサス

テナブル・ファイナンスという言葉を知っている若者が多い。 

図表 2.4.ESG 投資やサステナブル・ファイナンスの認知（単一選択） 

 

全体=1000 外：男=500、内：女=500

よく知っている
7.9%

多少は知っている
26.5%

名前は聞いたことがある
25.8%

全く知らない
39.8%

全体

6.2%

25.8%

26.2%

41.8%

よく知っている
9.6%

多少は知っている
27.2%

名前は聞いたことがある
25.4%

全く知らない
37.8%

性別

外：大学生=400、中:高校生=300、内：中学生=300 外：豊かと回答=291、中:普通と回答=520、
内：苦しいと回答=189

7.7%

24.7%

25.7%

42.0%

5.7%

26.3%

23.0%

45.0%

よく知っている
9.8%

多少は知っている
28.0%

名前は聞いたことがある
28.0%

全く知らない
34.3%

学齢別

7.4%

26.5%

24.3%

41.8%

3.5%

23.8%

27.5%

45.2%

よく知っている
16.2%

多少は知っている
31.3%

名前は聞いたことがある
23.7%

全く知らない
28.9%

経済

状況別
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2.5. 投資の意欲 

⚫ 将来、投資をしてみたいか尋ねたところ、投資への意欲を持つ（「やってみたい」、「どちらかというとや

ってみたい」）若者は全体で 39.4％であり、性別ごとでは男子で 39.8％、女子で 39.0％である。前回調

査では、全体で 43.5％であったことから、全体的に投資に対する意欲を持つ若者がわずかに減っている。 

⚫ さらに学齢および性別ごとに投資への意欲を持つ若者の比率を比べると、大学生男子で 49.5％、大学生

女子では 43.5％、高校生男子では 35.1％、高校生女子では 33.4％、中学生男子では 31.3％、中学生女子

では 38.7％である。 

⚫ 経済状態別にみたときに豊かと回答した若者は、そうではない若者と比較して、投資意欲が高い。 

図表 2.5.投資の意欲（単一選択） 

  

全体=1000全体=1000

やってみたい
11.8%

どちらかという
とやってみたい

27.6%

どちらともいえない
27.5%

どちらかというと
やるつもりはない

14.9%

やるつもりはない
18.2%

全体

やってみたい
14.8%

どちらかという
とやってみたい

28.7%

どちらともいえない
25.9%

どちらかというと
やるつもりはない

12.7%

やるつもりはない
17.9%

2 0 2 2年

調査

外：男=500、内：女=500 外：大学生=400、中:高校生=300、内：中学生=300

10.2%

28.8%

24.8%

16.4%

19.8%

やってみたい
13.4%

どちらかという
とやってみたい

26.4%

どちらともいえない
30.2%

どちらかというと
やるつもりはない

13.4%

やるつもりはない
16.6%

性別

7.0%

28.0%

32.7%

15.3%

17.0%

13.7%

20.7%

27.0%

16.7%

22.0%

やってみたい
14.0%

どちらかという
とやってみたい

32.5%

どちらともいえない
24.0%

どちらかというと
やるつもりはない

13.3%

やるつもりはない
16.3%

学齢別
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外：大学生・男=200、内：大学生・女=200 外：高校生・男=150、内：高校生・女=150

10.0%

33.5%

21.5%

15.5%

19.5%

やってみたい

18.0%

どちらかという

とやってみたい

31.5%どちらともいえない

26.5%

どちらかというと

やるつもりはない

11.0%

やるつもりはない

13.0%

大学生

・性別

12.7%

20.7%

26.0%

18.7%

22.0%

やってみたい

14.7%

どちらかという
とやってみたい

20.7%

どちらともいえない

28.0%

どちらかとい
うとやるつも
りはない
14.7%

やるつもりはない
22.0%

高校生

・性別

外：中学生・男=150、内：中学生・女=150 外：豊かと回答=291、中:普通と回答=520、
内：苦しいと回答=189

11.6%

28.6%

19.0%

13.2%

27.5%

9.0%

23.5%

31.7%

16.5%

19.2%

やってみたい
16.8%

どちらかという
とやってみたい

34.4%

どちらともいえない
25.4%

どちらかというと
やるつもりはない

13.1%

やるつもりはない
10.3%

経済

状況別

8.0%

30.7%

28.0%

15.3%

18.0%

やってみたい

6.0%

どちらかという
とやってみたい

25.3%

どちらともいえない

37.3%

どちらかとい
うとやるつも
りはない
15.3%

やるつもりはない
16.0%

中学生

・性別
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2.6. 環境問題や社会課題に取り組む企業への投資の意欲 

⚫ 投資への意欲がある若者（n=394）に対し、環境問題や社会課題に取り組んでいる企業に優先して投資を

したいか尋ねたところ、環境問題や社会課題に取り組んでいる企業への投資の意欲を持つ（「やってみた

い」、「どちらかというとやってみたい」）若者は全体で 68.8％、性別ごとでは男子で 68.3％、女子で 69.2％

である。前回調査では全体で 65.0％であった。 

⚫ 投資全体の関心および「環境問題や社会課題に取り組む企業への投資」への関心は男女ともほぼ同じ傾向

であることが見受けられる。 

⚫ 経済状況別では、苦しいと回答した若者（75.0％）が最も多く、次に、豊かと回答した若者（69.8％）、

普通と回答した若者（65.1％）と続く。 

図表 2.6.環境問題や社会課題に取り組む企業への投資の意欲（単一選択）  

  

全体=394 全体=435

やってみたい
23.1%

どちらかというとやってみたい
45.7%

どちらともいえない
24.6%

どちらかというと
やるつもりはない

4.6%

やるつもりはない
2.0%

全体

やってみたい
18.6%

どちらかというとやってみたい
46.4%

どちらともいえない
25.7%

どちらかというと
やるつもりはない

5.1%

やるつもりはない
4.1%

2022年

調査

外：男=199、内：女=195 外：大学生=186、中：高校生=103、内：中学生=105

19.5%

49.7%

23.6%

4.6%

2.6% やってみたい
26.6%

どちらかというとやってみたい
41.7%

どちらともいえない
25.6%

どちらかという
とやるつもりは

ない
4.5%

やるつもりはない
1.5%

性別

20.0%

53.3%

22.9%

1.9%

1.9% 28.2%

40.8%

21.4%

6.8%
2.9%

やってみたい
22.0%

どちらかというとやってみたい
44.1%

どちらとも
いえない
27.4%

どちらかとい
うとやるつも
りはない
4.8%

やるつもりはない
1.6%

学齢別
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外：大学生・男=99、内：大学生・女=87 外：高校生・男=53、内：高校生・女=50 

17.2%

51.7%

27.6%

1.1%

2.3% やってみたい

26.3%

どちらかというとやってみたい
37.4%

どちらとも

いえない

27.3%

どちらかというと
やるつもりはない

8.1%

やるつもりはない
1.0%

大学生

・性別

24.0%

44.0%

18.0%

12.0%
2.0% やってみたい

32.1%

どちらかというとやってみたい
37.7%

どちらとも

いえない

24.5%

どちらかという
とやるつもりは

ない
1.9%

やるつもりはない
3.8%

高校生

・性別

外：中学生・男=47、内：中学生・女=58 外：豊かと回答=149、中:普通と回答=169、
内：苦しいと回答=76

26.3%

48.7%

15.8%

5.3%

3.9%
15.4%

49.7%

29.0%

4.7% 1.2%
やってみたい

30.2%

どちらかというとやってみたい
39.6%

どちらともいえない
24.2%

どちらかとい
うとやるつも
りはない
4.0%

やるつもりはない
2.0%

経済

状況別

19.0%

51.7%

22.4%

3.4%

3.4%
やってみたい

21.3%

どちらかというとやってみたい
55.3%

どちらともい

えない

23.4%

どちらかというとや
るつもりはない

0.0%

やるつもりはない
0.0%

中学生

・性別
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（参考）環境問題や社会課題に取り組む企業への投資に意欲がない理由 

⚫ 前の質問で環境問題や社会課題に取り組む企業への投資に意欲がない（どちらかというとやるつもりは

ない、やるつもりはない）と回答した若者（n=26）に対して、その理由を確認したところ、「投資行動が

環境問題等の直接的な解決にはつながらないと思うから」が最も多く、次いで「環境問題や社会課題に取

り組んでいる企業は利益が得られないと思うから」「投資行動が環境問題等の解決につながる理由がよく

わからないから」が同数の回答であった。 

⚫ 経済状態別にみると豊かと回答した若者は、そうではない若者と比較して、「投資行動が環境問題等の直

接的な解決にはつながらないと思うから」と回答する割合が高い。 

（参考）環境問題や社会課題に取り組む企業への投資に意欲がない理由（複数選択） 

 

 

 

 
中学生はサンプル数 10 未満のため記載しない。 

投資行動が環境問題等の直接的な
解決にはつながらないと思うから

環境問題や社会課題に取り組んで
いる企業は利益が得られないと思

うから

投資行動が環境問題等の解決につ
ながる理由がよくわからないから

環境問題や社会課題に興味や関心
がないから

その他

38.5%

34.6%

34.6%

26.9%

0%

0% 25% 50% 75% 100%

全体=26

25.0%

33.3%

33.3%

33.3%

0%

50.0%

35.7%

35.7%

21.4%

0.0%

0% 25% 50% 75% 100%

男=12

女=14

投資行動が環境問題等の直接的な
解決にはつながらないと思うから

環境問題や社会課題に取り組んで
いる企業は利益が得られないと思

うから

投資行動が環境問題等の解決につ
ながる理由がよくわからないから

環境問題や社会課題に興味や関心
がないから

その他

25.0%

33.3%

33.3%

25.0%

0.0%

40.0%

40.0%

40.0%

40.0%

0.0%

0% 25% 50% 75% 100%

大学生=12

高校生=10

66.7%

33.3%

33.3%

33.3%

0%

20%

30%

30%

30%

0%

28.6%

42.9%

42.9%

14.3%

0.0%

0% 25% 50% 75% 100%

豊かと回答=9

普通と回答=10

苦しいと回答=7



 

 

 

54  

C o p y r i g h t  ( C )  2 0 2 6  T h e  J a p a n  R e s e a r c h  I n s t i t u t e ,  L i m i t e d .   

2.7. 環境問題や社会課題に関心をより深めるきっかけ 

⚫ 全体では、「日常生活のなかで自分ができること」（42.3％）が上位となった。特に中学生ではその傾向が

強い。 

⚫ 性別では、男子は女子に比べて「政府が取り組んでいること」（男子：25.4％、女子：17.8％）を重視す

る傾向が強い。 

図表 2.7.環境問題や社会課題に関心をより深めるきっかけ（複数選択） 

 
注 「その他」には、「なし」「わからない」「両親が取り組んでいること」等があった。  

 

  

日常生活のなかで
自分ができること

YouTuberやTikToker、芸能人、
文化人等の著名人が取り組んで

いること

企業が取り組んでいること

環境問題や社会課題の
具体的な内容

政府が取り組んでいること

地方自治体が取り組んでいること

研究機関（研究者含む）が
取り組んでいること

NPO・NGO・ボランティア団体等の
専門団体が取り組んでいること

金融機関（ESG投資家含む）が
取り組んでいること

その他

42.3%

25.0%

24.9%

22.3%

21.6%

20.4%

16.3%

13.3%

11.6%

0.9%

0% 25% 50% 75% 100%

全体=1000

40.8%

25.4%

27.8%

24.2%

25.4%

20.4%

19.4%

12.8%

12.8%

1.6%

43.8%

24.6%

22.0%

20.4%

17.8%

20.4%

13.2%

13.8%

10.4%

0.2%

0% 25% 50% 75% 100%

男=500

女=500
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注 「その他」には、「なし」「わからない」「両親が取り組んでいること」等があった。 

日常生活のなかで
自分ができること

YouTuberやTikToker、芸能人、
文化人等の著名人が取り組んで

いること

企業が取り組んでいること

環境問題や社会課題の
具体的な内容

政府が取り組んでいること

地方自治体が取り組んでいること

研究機関（研究者含む）が
取り組んでいること

NPO・NGO・ボランティア団体等の
専門団体が取り組んでいること

金融機関（ESG投資家含む）が
取り組んでいること

その他

42.3%

22.0%

28.5%

23.8%

27.3%

21.5%

22.5%

16.8%

12.8%

1.3%

37.7%

27.0%

22.7%

20.0%

20.3%

23.3%

12.3%

11.7%

7.0%

1.0%

47.0%

27.0%

22.3%

22.7%

15.3%

16.0%

12.0%

10.3%

14.7%

0.3%

0% 25% 50% 75% 100%

大学生=400

高校生=300

中学生=300

37.8%

25.4%

27.5%

24.4%

26.5%

23.4%

20.3%

17.2%

13.1%

0.7%

44.6%

23.8%

24.2%

20.6%

19.6%

18.3%

12.7%

11.0%

10.2%

1.0%

42.9%

27.5%

22.8%

23.8%

19.6%

21.7%

20.1%

13.8%

13.2%

1.1%

0% 25% 50% 75% 100%

豊かと回答=291

普通と回答=520

苦しいと回答=189
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3. キャリア意識 

3.1. 現在のキャリア意識 

⚫ 「出世・昇進のために働くことが重要だ」については、肯定的回答（「とてもそう思う」「ややそう思う」）

が 4 割弱である。 

⚫ 「自分の能力やスキルを活かすために働くことが重要だ」「興味・好奇心を追求して働くことが重要だ」

「他の人と協力して楽しく働くことが重要だ」については、肯定的回答が 5～6 割に上る。 

⚫ 「やりたい仕事であれば、仕事以外の時間が削られても仕方がない」「やりたい仕事であれば、体力的に

きつくても仕方がない」「やりたい仕事であれば、精神的にきつくても仕方がない」については否定的回

答（「あまりそう思わない」「全くそう思わない」）は 2～3 割程度である。 

図表 3.1.現在のキャリア意識（単一選択） 

 

 

【全体=1000】

出世・昇進のために働くことが
重要だ

終身雇用を前提とした組織に
勤めることが重要だ

より高い報酬を得るために働くことが重
要だ（給与の他諸手当、福利厚生含む）

社会に対して貢献するために
働くことが重要だ

自分の能力やスキルを活かすために働く
ことが重要だ

興味・好奇心を追求して働くことが重要
だ

自己成長のために働くことが重要だ

喜びや充足感を得るために働くことが重
要だ

家族や他人から認められるために
働くことが重要だ

他の人と協力して楽しく働くことが重要
だ

やりたい仕事であれば、仕事以外の時間
が削られても仕方がない

やりたい仕事であれば、体力的にきつく
ても仕方がない

やりたい仕事であれば、精神的にきつく
ても仕方がない

11.4%

11.0%

17.9%

16.7%

21.3%

23.5%

18.9%

20.6%

11.5%

20.3%

12.0%

11.6%

9.9%

26.2%

23.4%

36.1%

32.8%

34.4%

32.7%

36.0%

33.8%

25.8%

36.2%

26.1%

28.7%

23.5%

40.6%

44.8%

34.8%

37.6%

35.4%

35.5%

35.0%

35.7%

41.6%

34.1%

39.2%

38.2%

39.6%

15.5%

13.0%

8.4%

9.0%

5.9%

5.9%

7.2%

7.6%

14.8%

6.5%

16.1%

15.6%

18.3%

6.3%

7.8%

2.8%

3.9%

3.0%

2.4%

2.9%

2.3%

6.3%

2.9%

6.6%

5.9%

8.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とてもそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない 全くそう思わない
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【大学生=400】

出世・昇進のために働くことが
重要だ

終身雇用を前提とした組織に
勤めることが重要だ

より高い報酬を得るために働くことが重
要だ（給与の他諸手当、福利厚生含む）

社会に対して貢献するために
働くことが重要だ

自分の能力やスキルを活かすために働く
ことが重要だ

興味・好奇心を追求して働くことが重要
だ

自己成長のために働くことが重要だ

喜びや充足感を得るために働くことが重
要だ

家族や他人から認められるために
働くことが重要だ

他の人と協力して楽しく働くことが重要
だ

やりたい仕事であれば、仕事以外の時間
が削られても仕方がない

やりたい仕事であれば、体力的にきつく
ても仕方がない

やりたい仕事であれば、精神的にきつく
ても仕方がない

12.3%

12.0%

18.3%

17.3%

23.0%

25.8%

21.3%

20.5%

11.0%

22.3%

10.5%

12.5%

8.5%

27.5%

26.3%

39.5%

35.0%

39.0%

36.0%

37.3%

37.8%

29.5%

37.3%

27.5%

28.5%

24.0%

34.8%

39.5%

32.3%

33.8%

30.8%

30.3%

32.0%

31.5%

37.8%

32.0%

36.5%

37.8%

38.5%

18.5%

13.5%

8.3%

9.8%

5.8%

6.5%

7.3%

8.5%

16.3%

6.5%

18.3%

15.5%

19.5%

7.0%

8.8%

1.8%

4.3%

1.5%

1.5%

2.3%

1.8%

5.5%

2.0%

7.3%

5.8%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とてもそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない 全くそう思わない

【大学生・男=200】

出世・昇進のために働くことが
重要だ

終身雇用を前提とした組織に
勤めることが重要だ

より高い報酬を得るために働くことが重
要だ（給与の他諸手当、福利厚生含む）

社会に対して貢献するために
働くことが重要だ

自分の能力やスキルを活かすために働く
ことが重要だ

興味・好奇心を追求して働くことが重要
だ

自己成長のために働くことが重要だ

喜びや充足感を得るために働くことが重
要だ

家族や他人から認められるために
働くことが重要だ

他の人と協力して楽しく働くことが重要
だ

やりたい仕事であれば、仕事以外の時間
が削られても仕方がない

やりたい仕事であれば、体力的にきつく
ても仕方がない

やりたい仕事であれば、精神的にきつく
ても仕方がない

とてもそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない 全くそう思わない

13.0%

11.5%

15.0%

15.0%

22.0%

23.5%

20.0%

17.5%

11.0%

19.0%

10.0%

12.0%

6.5%

29.0%

23.5%

40.5%

36.0%

37.5%

37.5%

34.5%

39.5%

29.0%

36.5%

28.5%

30.5%

26.5%

32.0%

44.5%

32.5%

36.0%

33.0%

28.5%

35.5%

32.5%

40.0%

35.0%

39.5%

36.5%

38.0%

18.5%

13.0%

10.5%

9.5%

6.5%

8.5%

8.0%

8.0%

14.5%

8.5%

16.5%

16.5%

22.5%

7.5%

7.5%

1.5%

3.5%

1.0%

2.0%

2.0%

2.5%

5.5%

1.0%

5.5%

4.5%

6.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%【大学生・女=200】

出世・昇進のために働くことが
重要だ

終身雇用を前提とした組織に
勤めることが重要だ

より高い報酬を得るために働くことが重
要だ（給与の他諸手当、福利厚生含む）

社会に対して貢献するために
働くことが重要だ

自分の能力やスキルを活かすために働く
ことが重要だ

興味・好奇心を追求して働くことが重要
だ

自己成長のために働くことが重要だ

喜びや充足感を得るために働くことが重
要だ

家族や他人から認められるために
働くことが重要だ

他の人と協力して楽しく働くことが重要
だ

やりたい仕事であれば、仕事以外の時間
が削られても仕方がない

やりたい仕事であれば、体力的にきつく
ても仕方がない

やりたい仕事であれば、精神的にきつく
ても仕方がない

とてもそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない 全くそう思わない

11.5%

12.5%

21.5%

19.5%

24.0%

28.0%

22.5%

23.5%

11.0%

25.5%

11.0%

13.0%

10.5%

26.0%

29.0%

38.5%

34.0%

40.5%

34.5%

40.0%

36.0%

30.0%

38.0%

26.5%

26.5%

21.5%

37.5%

34.5%

32.0%

31.5%

28.5%

32.0%

28.5%

30.5%

35.5%

29.0%

33.5%

39.0%

39.0%

18.5%

14.0%

6.0%

10.0%

5.0%

4.5%

6.5%

9.0%

18.0%

4.5%

20.0%

14.5%

16.5%

6.5%

10.0%

2.0%

5.0%

2.0%

1.0%

2.5%

1.0%

5.5%

3.0%

9.0%

7.0%

12.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%【高校生=300】

出世・昇進のために働くことが
重要だ

終身雇用を前提とした組織に
勤めることが重要だ

より高い報酬を得るために働くことが重
要だ（給与の他諸手当、福利厚生含む）

社会に対して貢献するために
働くことが重要だ

自分の能力やスキルを活かすために働く
ことが重要だ

興味・好奇心を追求して働くことが重要
だ

自己成長のために働くことが重要だ

喜びや充足感を得るために働くことが重
要だ

家族や他人から認められるために
働くことが重要だ

他の人と協力して楽しく働くことが重要
だ

やりたい仕事であれば、仕事以外の時間
が削られても仕方がない

やりたい仕事であれば、体力的にきつく
ても仕方がない

やりたい仕事であれば、精神的にきつく
ても仕方がない

13.3%

11.7%

20.0%

19.7%

24.3%

28.0%

20.7%

26.3%

14.7%

23.7%

16.0%

13.3%

13.3%

22.7%

19.7%

32.0%

29.0%

28.3%

26.3%

32.7%

27.0%

21.0%

31.0%

22.3%

29.0%

20.3%

41.3%

44.0%

33.0%

35.7%

33.0%

35.0%

33.7%

35.7%

37.7%

33.3%

35.7%

32.0%

37.7%

14.7%

13.7%

8.7%

9.7%

7.7%

5.7%

7.7%

6.0%

16.3%

6.7%

16.0%

16.0%

17.0%

8.0%

11.0%

6.3%

6.0%

6.7%

5.0%

5.3%

5.0%

10.3%

5.3%

10.0%

9.7%

11.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とてもそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない 全くそう思わない
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【高校生・男=150】

出世・昇進のために働くことが
重要だ

終身雇用を前提とした組織に
勤めることが重要だ

より高い報酬を得るために働くことが重
要だ（給与の他諸手当、福利厚生含む）

社会に対して貢献するために
働くことが重要だ

自分の能力やスキルを活かすために働く
ことが重要だ

興味・好奇心を追求して働くことが重要
だ

自己成長のために働くことが重要だ

喜びや充足感を得るために働くことが重
要だ

家族や他人から認められるために
働くことが重要だ

他の人と協力して楽しく働くことが重要
だ

やりたい仕事であれば、仕事以外の時間
が削られても仕方がない

やりたい仕事であれば、体力的にきつく
ても仕方がない

やりたい仕事であれば、精神的にきつく
ても仕方がない

とてもそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない 全くそう思わない

16.0%

14.7%

24.0%

20.7%

29.3%

29.3%

22.7%

30.7%

20.0%

29.3%

19.3%

16.0%

13.3%

24.0%

21.3%

30.7%

30.7%

22.7%

27.3%

28.0%

23.3%

18.7%

27.3%

20.7%

28.0%

21.3%

38.0%

39.3%

30.7%

32.7%

32.7%

31.3%

32.7%

32.0%

38.7%

28.7%

33.3%

32.0%

38.7%

13.3%

13.3%

8.0%

10.0%

7.3%

4.7%

9.3%

7.3%

12.0%

8.0%

15.3%

12.0%

12.0%

8.7%

11.3%

6.7%

6.0%

8.0%

7.3%

7.3%

6.7%

10.7%

6.7%

11.3%

12.0%

14.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【高校生・女=150】

出世・昇進のために働くことが
重要だ

終身雇用を前提とした組織に
勤めることが重要だ

より高い報酬を得るために働くことが重
要だ（給与の他諸手当、福利厚生含む）

社会に対して貢献するために
働くことが重要だ

自分の能力やスキルを活かすために働く
ことが重要だ

興味・好奇心を追求して働くことが重要
だ

自己成長のために働くことが重要だ

喜びや充足感を得るために働くことが重
要だ

家族や他人から認められるために
働くことが重要だ

他の人と協力して楽しく働くことが重要
だ

やりたい仕事であれば、仕事以外の時間
が削られても仕方がない

やりたい仕事であれば、体力的にきつく
ても仕方がない

やりたい仕事であれば、精神的にきつく
ても仕方がない

とてもそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない 全くそう思わない

10.7%

8.7%

16.0%

18.7%

19.3%

26.7%

18.7%

22.0%

9.3%

18.0%

12.7%

10.7%

13.3%

21.3%

18.0%

33.3%

27.3%

34.0%

25.3%

37.3%

30.7%

23.3%

34.7%

24.0%

30.0%

19.3%

44.7%

48.7%

35.3%

38.7%

33.3%

38.7%

34.7%

39.3%

36.7%

38.0%

38.0%

32.0%

36.7%

16.0%

14.0%

9.3%

9.3%

8.0%

6.7%

6.0%

4.7%

20.7%

5.3%

16.7%

20.0%

22.0%

7.3%

10.7%

6.0%

6.0%

5.3%

2.7%

3.3%

3.3%

10.0%

4.0%

8.7%

7.3%

8.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%【中学生=300】

出世・昇進のために働くことが
重要だ

終身雇用を前提とした組織に
勤めることが重要だ

より高い報酬を得るために働くことが重
要だ（給与の他諸手当、福利厚生含む）

社会に対して貢献するために
働くことが重要だ

自分の能力やスキルを活かすために働く
ことが重要だ

興味・好奇心を追求して働くことが重要
だ

自己成長のために働くことが重要だ

喜びや充足感を得るために働くことが重
要だ

家族や他人から認められるために
働くことが重要だ

他の人と協力して楽しく働くことが重要
だ

やりたい仕事であれば、仕事以外の時間
が削られても仕方がない

やりたい仕事であれば、体力的にきつく
ても仕方がない

やりたい仕事であれば、精神的にきつく
ても仕方がない

8.3%

9.0%

15.3%

13.0%

16.0%

16.0%

14.0%

15.0%

9.0%

14.3%

10.0%

8.7%

8.3%

28.0%

23.3%

35.7%

33.7%

34.3%

34.7%

37.7%

35.3%

25.7%

40.0%

28.0%

28.7%

26.0%

47.7%

52.7%

40.0%

44.7%

44.0%

43.0%

40.3%

41.3%

50.7%

37.7%

46.3%

45.0%

43.0%

12.3%

11.7%

8.3%

7.3%

4.3%

5.3%

6.7%

8.0%

11.3%

6.3%

13.3%

15.3%

18.0%

3.7%

3.3%

0.7%

1.3%

1.3%

1.0%

1.3%

0.3%

3.3%

1.7%

2.3%

2.3%

4.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とてもそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない 全くそう思わない

【中学生・男=150】

出世・昇進のために働くことが
重要だ

終身雇用を前提とした組織に
勤めることが重要だ

より高い報酬を得るために働くことが重
要だ（給与の他諸手当、福利厚生含む）

社会に対して貢献するために
働くことが重要だ

自分の能力やスキルを活かすために働く
ことが重要だ

興味・好奇心を追求して働くことが重要
だ

自己成長のために働くことが重要だ

喜びや充足感を得るために働くことが重
要だ

家族や他人から認められるために
働くことが重要だ

他の人と協力して楽しく働くことが重要
だ

やりたい仕事であれば、仕事以外の時間
が削られても仕方がない

やりたい仕事であれば、体力的にきつく
ても仕方がない

やりたい仕事であれば、精神的にきつく
ても仕方がない

とてもそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない 全くそう思わない

7.3%

9.3%

16.0%

12.0%

16.7%

17.3%

15.3%

17.3%

10.0%

16.0%

12.0%

10.0%

8.7%

25.3%

19.3%

31.3%

36.0%

33.3%

31.3%

32.0%

34.7%

22.7%

38.7%

26.0%

30.0%

29.3%

49.3%

58.0%

42.0%

41.3%

44.7%

44.0%

42.0%

40.7%

49.3%

36.0%

46.0%

44.0%

39.3%

14.7%

8.7%

9.3%

9.3%

3.3%

6.7%

8.7%

6.7%

14.0%

6.7%

14.7%

14.7%

19.3%

3.3%

4.7%

1.3%

1.3%

2.0%

0.7%

2.0%

0.7%

4.0%

2.7%

1.3%

1.3%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【中学生・女=150】

出世・昇進のために働くことが
重要だ

終身雇用を前提とした組織に
勤めることが重要だ

より高い報酬を得るために働くことが重
要だ（給与の他諸手当、福利厚生含む）

社会に対して貢献するために
働くことが重要だ

自分の能力やスキルを活かすために働く
ことが重要だ

興味・好奇心を追求して働くことが重要
だ

自己成長のために働くことが重要だ

喜びや充足感を得るために働くことが重
要だ

家族や他人から認められるために
働くことが重要だ

他の人と協力して楽しく働くことが重要
だ

やりたい仕事であれば、仕事以外の時間
が削られても仕方がない

やりたい仕事であれば、体力的にきつく
ても仕方がない

やりたい仕事であれば、精神的にきつく
ても仕方がない

とてもそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない 全くそう思わない

9.3%

8.7%

14.7%

14.0%

15.3%

14.7%

12.7%

12.7%

8.0%

12.7%

8.0%

7.3%

8.0%

30.7%

27.3%

40.0%

31.3%

35.3%

38.0%

43.3%

36.0%

28.7%

41.3%

30.0%

27.3%

22.7%

46.0%

47.3%

38.0%

48.0%

43.3%

42.0%

38.7%

42.0%

52.0%

39.3%

46.7%

46.0%

46.7%

10.0%

14.7%

7.3%

5.3%

5.3%

4.0%

4.7%

9.3%

8.7%

6.0%

12.0%

16.0%

16.7%

4.0%

2.0%

0%

1.3%

0.7%

1.3%

0.7%

0%

2.7%

0.7%

3.3%

3.3%

6.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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3.2. 結婚後に希望する働き方 

3.2.1. 結婚後に希望する働き方_子どもがいない場合 

⚫ 結婚後、子どもがいない場合に希望する働き方として、「共働き（自分・結婚相手共に働く）」（47.7％）

を選んだ若者が最も多い。また、性別ごとでは男子（40.0％）より女子（55.4％）が「共働き（自分・結

婚相手共に働く）」を選んでいる比率が高く、女子の共働きへの意欲が高い状況がうかがえる。 

⚫ 学齢別では、大学生、高校生において「共働き（自分・結婚相手共に働く）」を選んだ割合が約 5 割で、

中学生では 4 割。学齢別・性別では、大学生女子が「共働き（自分・結婚相手共に働く）」を希望する割

合が 6 割以上と最も多く特徴的であった。 

⚫ 経済状態別では、「共働き（自分・結婚相手共に働く）」を選んだ割合は、豊かと回答した若者が 56.0％

と最も高く、苦しいと回答した若者（49.7％）、普通と回答した若者（42.3％）と続く。 

⚫ 海外経験の有無別では、いずれも「共働き」（自分・結婚相手共に働く）が最も多かったが、特に「海外

経験あり」（57.6％）と回答した若者の方が、「海外経験なし」（46.6％）と回答した若者よりも多い結果

となった。 

図表 3.2.1.結婚後に希望する働き方_子どもがいない場合（単一選択） 

  

（子どもがいない場合）
外：男=500、内：女=500

55.4%

3.8%

4.2%

36.6%

共働き（自
分・結婚相手
共に働く）

40.0%

自分が働いて、結
婚相手が主に家事

/育児を担う
7.2%

自分が主に家事/育児
を行い、結婚相手が

働く
5.0%

現時点ではわからない
47.8%

性別

（子どもがいない場合）
外：大学生=400　中:高校生=300　内：中学生=300

47.3%

5.0%
3.3%

44.3%

40.0%

6.7%5.7%

47.7%

共働き（自分・結
婚相手共に働く）

53.8%

自分が働いて、結婚相手が主
に家事/育児を担う

5.0%

自分が主に家事/育
児を行い、結婚相手

が働く
4.8%

現時点ではわからない
36.5%

学齢別

（子どもがいない場合）
全体=1000

共働き（自分・結婚
相手共に働く）

48.7%

自分が働いて、
結婚相手が主に
家事/育児を担う

5.4%

自分が主に家事/
育児を行い、結婚

相手が働く
3.4%

現時点ではわからない
42.5%

2022年

調査

（子どもがいない場合）
全体=1000

共働き（自分・結

婚相手共に働く）

47.7%

自分が働いて、結

婚相手が主に家事

/育児を担う

5.5%

自分が主に家事/

育児を行い、結婚

相手が働く

4.6%

現時点ではわからない

42.2%

全体
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（子どもがいない場合）　外：将来就職したい企業・団体の特色として1位に

「仕事と家庭の両立がしやすい」を選択した回答者=65、

内：その他の回答者＝935

47.4%

5.6%

4.8%

42.2%

共働き（自分・結
婚相手共に働く）

52.3%

自分が働いて、結婚
相手が主に家事/育児

を担う
4.6%

自分が主に家
事/育児を行
い、結婚相手

が働く
1.5%

現時点ではわからない
41.5%

就職先

希望別

（子どもがいない場合）

外：海外経験あり=99、内：海外経験なし=901

46.6%

5.4%
3.7%

44.3%

共働き（自分・結

婚相手共に働く）

57.6%

自分が働いて、結婚相手が主

に家事/育児を担う

6.1%

自分が主に家事/育児

を行い、結婚相手が

働く
13.1%

現時点ではわからない

23.2%

海外

経験別

（子どもがいない場合）外：豊かと回答=291、

中:普通と回答=520、内：苦しいと回答=189

49.7%

5.8%3.2%

41.3% 42.3%

4.2%
4.0%

49.4%

共働き（自分・結

婚相手共に働く）

56.0%

自分が働いて、結婚相手

が主に家事/育児を担う

7.6%

自分が主に家事/育

児を行い、結婚相

手が働く
6.5%

現時点ではわからない

29.9%

経済

状況別

（子どもがいない場合）外：大学生・男=200、

中：高校生・男=150、内：中学生・男=150

45.3%

3.3%
2.7%

48.7%
30.7%

10.0%

6.0%

53.3%

共働き（自分・結
婚相手共に働く）

43.0%

自分が働いて、結婚相手
が主に家事/育児を担う

8.0%

自分が主に家事/育児を
行い、結婚相手が働く

6.0%

現時点ではわからない

43.0%

男・

学齢別

（子どもがいない場合）外：大学生・女=200、

中：高校生・女=150、内：中学生・女=150

49.3%

6.7%

4.0%

40.0%
49.3%

3.3%
5.3%

42.0%

共働き（自分・結婚

相手共に働く）

64.5%

自分が働いて、結婚相手が

主に家事/育児を担う

2.0%

自分が主に家事/

育児を行い、結婚

相手が働く
3.5%

現時点ではわからない

30.0%

女・

学齢別
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3.2.2. 結婚後に希望する働き方_子どもがいる場合 

⚫ 子どもがいる場合、結婚後に自分が希望する働き方として、「共働き（自分・結婚相手共に働く）」（32.1％）

を選んだ若者が最も多いものの、子どもがいない場合と比べて割合は低い。 

⚫ 海外経験の有無別では、海外経験ありの若者は、海外経験なしの若者に比べて「自分が働いて、結婚相手

が主に家事/育児を担う」（海外経験あり（21.2％）、海外経験なし（11.1％））が多く、「現時点ではわか

らない」（海外経験あり（27.3％）、海外経験なし（48.8％））が少ない。 

図表 3.2.2.結婚後に希望する働き方_子どもがいる場合（単一選択） 

（子どもがいる場合）
全体=1000

共働き（自分・結婚
相手共に働く）

32.1%

自分が働いて、結婚
相手が主に家事/育児

を担う
12.1%自分が主に家事/育児

を行い、結婚相手が
働く
9.1%

現時点ではわからない
46.7%

全体

（子どもがいる場合）
全体=1000

共働き（自分・結婚
相手共に働く）

32.8%

自分が働いて、
結婚相手が主に
家事/育児を担う

9.7%

自分が主に家事
/育児を行い、
結婚相手が働く

9.3%

現時点ではわからない
48.2%

2022年

調査

（子どもがいる場合）

外：男=500、内：女=500

37.2%

5.8%
14.4%

42.6%

共働き（自分・結
婚相手共に働く）

27.0%

自分が働いて、
結婚相手が主に
家事/育児を担う

18.4%

自分が主に家事/
育児を行い、結
婚相手が働く

3.8%

現時点ではわからない
50.8%

性別

（子どもがいる場合）

外：大学生=400　中:高校生=300　内：中学生=300

34.3%

12.3%
9.7%

43.7%

28.7%

9.7%

8.0%

53.7%

共働き（自分・結
婚相手共に働く）

33.0%

自分が働いて、結婚
相手が主に家事/育

児を担う
13.8%

自分が主に家事/
育児を行い、結
婚相手が働く

9.5%

現時点ではわからない
43.8%

学齢別



 

 

 

64  

C o p y r i g h t  ( C )  2 0 2 6  T h e  J a p a n  R e s e a r c h  I n s t i t u t e ,  L i m i t e d .   

 

（子どもがいる場合）外：大学生・男=200、
中：高校生・男=150、内：中学生・男=150

32.0%

18.7%
2.0%

47.3%

24.0%

15.3%

3.3%

57.3%

共働き（自分・結婚

相手共に働く）

25.5%

自分が働いて、結婚

相手が主に家事/育

児を担う

20.5%

自分が主に家事/育児を

行い、結婚相手が働く

5.5%

現時点ではわからない

48.5%

男・

学齢別

（子どもがいる場合）外：大学生・女=200、
中：高校生・女=150、内：中学生・女=150

36.7%

6.0%
17.3%

40.0%

33.3%

4.0%

12.7%

50.0%

共働き（自分・結

婚相手共に働く）

40.5%

自分が働いて、結婚相手

が主に家事/育児を担う

7.0%

自分が主に家事/育児を

行い、結婚相手が働く

13.5%

現時点ではわからない

39.0%

女・

学齢別

（子どもがいる場合）外：豊かと回答=291、
中:普通と回答=520、内：苦しいと回答=189

36.5%

10.1%
9.0%

44.4%

28.5%

9.6%

7.3%

54.6%

共働き（自分・結

婚相手共に働く）

35.7%

自分が働いて、結婚相手

が主に家事/育児を担う

17.9%

自分が主に家事/育児を

行い、結婚相手が働く

12.4%

現時点ではわからない

34.0%

経済

状況別

（子どもがいる場合）
外：海外経験あり=99、内：海外経験なし=901

31.5%

11.1%

8.5%

48.8%

共働き（自分・結

婚相手共に働く）

37.4%

自分が働いて、結婚相手が主

に家事/育児を担う

21.2%

自分が主に家事/育

児を行い、結婚相

手が働く

14.1%

現時点ではわからない

27.3%

海外

経験別

（子どもがいる場合）　外：将来就職したい企業・団体の特色として1位に

「仕事と家庭の両立がしやすい」を選択した回答者=65、

内：その他の回答者＝935

32.5%

11.9%
9.1%

46.5%

共働き（自分・結婚
相手共に働く）

26.2%

自分が働いて、
結婚相手が主に
家事/育児を担う

15.4%

自分が主に家事/育
児を行い、結婚相

手が働く
9.2%

現時点ではわからない
49.2%

就職先

希望別
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3.3. 将来の働き方 

⚫ 将来の働き方については「仲間をつくって協力しながら働く」（44.9％）と回答した若者が最も多い。 

⚫ 海外経験別でみると、海外経験ありの若者の方が「独立して一人で仕事をする」（海外経験あり：18.2％、

海外経験なし：9.2％）、「上下関係のある人間関係のなかで、高いポジションで人に指示をしながら働く」

（海外経験あり：12.1％、海外経験なし：5.8％）の回答の割合が高い。 

図表 3.3.将来の働き方（1 位） 

 

仲間をつくって協力しながら働く

上下関係がなく、フラットな人間
関係の中で働く

独立して一人で仕事をする

仕事の内容を同僚や仲間同士で話
し合いをしながら決められる

上下関係のある人間関係のなか
で、高いポジションで人に指示を

しながら働く

起業をして人を雇いながら働く

決められた仕事を決められた通り
に行う

決められた仕事をやるのではな
く、仕事の内容を自分で決められ

る

上下関係のある人間関係のなか
で、人から指示を受けながら働く

その他

44.9%

10.8%

10.1%

9.8%

6.4%

5.3%

4.7%

4.0%

3.5%

0.5%

0% 25% 50% 75% 100%

全体=1000

47.2%

9.2%

9.2%

10.0%

6.0%

4.4%

4.6%

4.8%

3.8%

0.8%

42.6%

12.4%

11.0%

9.6%

6.8%

6.2%

4.8%

3.2%

3.2%

0.2%

0% 25% 50% 75% 100%

男=500

女=500
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仲間をつくって協力しながら働く

上下関係がなく、フラットな人間
関係の中で働く

独立して一人で仕事をする

仕事の内容を同僚や仲間同士で話
し合いをしながら決められる

上下関係のある人間関係のなか
で、高いポジションで人に指示を

しながら働く

起業をして人を雇いながら働く

決められた仕事を決められた通り
に行う

決められた仕事をやるのではな
く、仕事の内容を自分で決められ

る

上下関係のある人間関係のなか
で、人から指示を受けながら働く

その他

43.5%

12.0%

10.0%

11.3%

7.0%

4.3%

4.8%

2.0%

4.8%

0.5%

51.0%
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10.0%
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0.0%

40.7%
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大学生=400

高校生=300

中学生=300
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11.0%

12.0%

6.5%

4.5%

5.5%

3.0%

6.0%
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15.5%
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0.0%

0% 25% 50% 75% 100%

大学生・男=200

大学生・女=200



 

 

 

67  

C o p y r i g h t  ( C )  2 0 2 6  T h e  J a p a n  R e s e a r c h  I n s t i t u t e ,  L i m i t e d .   

 

仲間をつくって協力しながら働く

上下関係がなく、フラットな人間
関係の中で働く

独立して一人で仕事をする

仕事の内容を同僚や仲間同士で話
し合いをしながら決められる

上下関係のある人間関係のなか
で、高いポジションで人に指示を

しながら働く

起業をして人を雇いながら働く

決められた仕事を決められた通り
に行う

決められた仕事をやるのではな
く、仕事の内容を自分で決められ

る

上下関係のある人間関係のなか
で、人から指示を受けながら働く

その他

59.3%

6.7%

5.3%

8.7%

6.7%

2.7%

4.0%

3.3%

3.3%

0.0%

42.7%
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仲間をつくって協力しながら働く

上下関係がなく、フラットな人間
関係の中で働く

独立して一人で仕事をする

仕事の内容を同僚や仲間同士で話
し合いをしながら決められる

上下関係のある人間関係のなか
で、高いポジションで人に指示を

しながら働く

起業をして人を雇いながら働く

決められた仕事を決められた通り
に行う

決められた仕事をやるのではな
く、仕事の内容を自分で決められ

る

上下関係のある人間関係のなか
で、人から指示を受けながら働く

その他
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5.5%
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3.7%

1.1%

0% 25% 50% 75% 100%

豊かと回答=291

普通と回答=520

苦しいと回答=189

50.5%

4.0%

18.2%
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3.4. 就職したい企業や団体の条件 

⚫ 性別では、女子は「人間関係が良い」を最も重視する一方、男子は「やりがいを感じられる仕事ができる」

を最も重視しており、就職したい企業や団体の条件は男女で若干の差異がみられる。 

⚫ 就職したい企業や団体の条件として、中学生と高校生は「やりがいを感じられる仕事ができる」、大学生

は「人間関係が良い」を多く挙げている。学齢があがるほど重視する条件がやりがいを感じられることか

ら、人間関係の良さに変化している。 

 図表 3.4.就職したい企業や団体の条件（1 位）  

 

人間関係が良い

やりがいを感じられる仕事ができ
る

給料が高い

自分のスキルや専門性が活かせる

仕事と家庭の両立がしやすい

働く日数が柔軟に選べる（例:週休
3日制）

自己研鑽できる環境や、教育制度
が整っている

休暇が取りやすい

年齢問わず成果を出せば高い給料
の獲得や出世ができる

定年まで解雇されずに安定して働
ける

将来、成長しそうな事業を行って
いる

経営方針や仕事内容等皆で話し合
いながら決められる

働く時間や場所を柔軟に選べる
（例:テレワーク）

転勤がない、もしくは転勤の有無
を選択できる

勤務年数の長さに従って給料が上
がる

残業時間が短い

環境問題や社会課題に取り組んで
いる

副業・兼業が自由にできる

都市部の一等地の高層ビルで働け
る

海外に関わる仕事ができる

尊敬している先輩が働いている

尊敬できる経営者がいる

親と同じような仕事ができる

その他

関心があるものはない
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人間関係が良い

やりがいを感じられる仕事がで
きる

給料が高い

自分のスキルや専門性が活かせ
る

仕事と家庭の両立がしやすい

働く日数が柔軟に選べる（例:
週休3日制）

自己研鑽できる環境や、教育制
度が整っている

休暇が取りやすい

年齢問わず成果を出せば高い給
料の獲得や出世ができる

定年まで解雇されずに安定して
働ける

将来、成長しそうな事業を行っ
ている

経営方針や仕事内容等皆で話し
合いながら決められる

働く時間や場所を柔軟に選べる
（例:テレワーク）

転勤がない、もしくは転勤の有
無を選択できる

勤務年数の長さに従って給料が
上がる

残業時間が短い

環境問題や社会課題に取り組ん
でいる

副業・兼業が自由にできる

都市部の一等地の高層ビルで働
ける

海外に関わる仕事ができる

尊敬している先輩が働いている

尊敬できる経営者がいる

親と同じような仕事ができる

その他

関心があるものはない
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3.5. 協同労働の認知 

⚫ 「言葉は聞いたことがあり、内容も知っている」と答えた若者は全体のうち 11.4％だが、海外経験有無

別でみると、海外経験のある若者は 39.4％と比較的高い割合で、協同労働を認知している。 

⚫ 経済状況別でみると、「豊か」と答えた若者のうち、「（内容を知っているかどうかは問わず）言葉は聞い

たことがある」と答えた若者は 49.9％と約半数を占めている。 

図表 3.5.協同労働の認知（単一選択） 

 

全体=1000 外：男=500、内：女=500

言葉は聞いたことがあ
り、内容も知っている

11.4%

言葉は聞いたことがあ
るが、内容は知らない

25.8%

言葉は聞いたことがな
く、内容も知らない

62.6%

その他
0.2%

全体

9.6%

26.0%
64.4%

0.0%

言葉は聞いたことがあ
り、内容も知っている

13.2%

言葉は聞いたことがあ
るが、内容は知らない

25.6%

言葉は聞いたことがな
く、内容も知らない

60.8%

その他
0.4%

性別

外：大学生=400、中:高校生=300、内：中学生=300 外：豊かと回答=291、中:普通と回答=520、
内：苦しいと回答=189

11.1%

24.3%

64.0%

0.5%

6.2%

24.6%

69.0%

0.2%

言葉は聞いたことがあ
り、内容も知っている

21.0%

言葉は聞いたこと
があるが、内容は

知らない
28.9%

言葉は聞いたこ
とがなく、内容
も知らない

50.2%

その他
0.0%

経済

状況別

10.7%

20.0%69.3%

0.0%

9.3%

28.7%

62.0%

0.0%

言葉は聞いたことがあ
り、内容も知っている

13.5%

言葉は聞いたこと
があるが、内容は

知らない
28.0%

言葉は聞いたことがな
く、内容も知らない

58.0%

その他
0.5%

学齢別

外：海外経験あり=99、内：海外経験なし=901

8.3%

26.1%

65.4%

0.2%

言葉は聞いたことが
あり、内容も知って

いる
39.4%

言葉は聞いたことがあ
るが、内容は知らない

23.2%

言葉は聞いたこ
とがなく、内容
も知らない

37.4%

その他
0.0%

海外

経験別
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3.6. 環境問題や社会課題に取り組む企業で働く意欲 

⚫ 将来、環境問題や社会課題の解決に取り組んでいる企業や団体で働きたいか尋ねたところ、環境問題や社

会課題に取り組んでいる企業で働く意欲（「とてもそう思う」「ややそう思う」）がある若者は、全体では

37.8％と前回調査(44.8％)からやや低くなっている。 

⚫ 性別ごとでは、男子が 36.8％、女子が 38.8％と、大きな差異はみられない。 

⚫ 一方で、学齢別では、大学生(43.6％)は、高校生(36.0％)や中学生（32.0％）に比べて、環境問題や社会

課題に取り組む企業で働く意欲が高い。 

⚫ 経済状態別では、普通(32.7％)・苦しい(38.1％)と回答した若者が 3 割台であるのに対して、豊かと回答

した若者が 46.8％と、経済状態により環境問題や社会課題に取り組む企業で働く意欲は異なるように見

受けられる。 

⚫ 海外経験別では、海外経験がある若者（63.6％）が、海外経験がない若者（34.9％）を大きく上回ってお

り、海外で教育を受けた経験の有無により、環境問題や社会課題に取り組む企業で働く意欲は異なる。 

図表 3.6.環境問題や社会課題に取り組む企業で働く意欲（単一選択） 

 

  

全体= 1000全体=1000

とてもそう思う
6.9%

ややそう思う
30.9%

どちらともいえない
39.8%

あまりそう思わない
12.9%

全くそう思わない
9.5%

全体

とてもそう思う
9.5%

ややそう思う
35.3%

どちらともいえない
38.6%

あまりそう思わない
9.6%

全くそう思わない
7.0%

2022年

調査

外：大学生=400、中:高校生=300、内：中学生=300外：男=500、内：女=500

6.4%

32.4%

38.6%

12.6%

10.0%

とてもそう思う
7.4%

ややそう思う
29.4%

どちらともいえない
41.0%

あまりそう思わない
13.2%

全くそう思わない
9.0%

性別

5.3%

26.7%

44.3%

14.3%

9.3%

6.0%

30.0%

39.7%

11.7%

12.7%

とてもそう思う
8.8%

ややそう思う
34.8%

どちらともいえない
36.5%

あまりそう思わない
12.8%

全くそう思わない
7.3%

学齢別
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外：大学生・男=200、内：大学生・女=200 外：高校生・男=150、内：高校生・女=150

8.0%

38.5%

35.5%
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7.5%

とてもそう思う
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ややそう思う
31.0%

どちらともいえない
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40.0%

12.0%
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6.0%

ややそう思う
32.0%
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4. 平和について 

4.1. 平和に対する意識 

⚫ 「現在の日本は平和である」と思う若者（「とてもそう思う」「ややそう思う」）は全体の 75.1％だが、「将

来の日本は平和である」と思う若者は 54.8％である。約半数の若者は、将来、日本が平和ではない可能

性を感じている。 

⚫ 憲法 9 条の改正を必要だと思う若者（「とてもそう思う」「ややそう思う」）は全体の 54.1％だが、改正の

是非を議論することが必要だと思う若者（「とてもそう思う」「ややそう思う」）は 63.9％と多くなってい

る。 

図表 4.1.平和に対する意識（単一選択） 

 

【全体=1000】

現在の日本は平和で
あると思う

将来の日本は平和で
あると思う

憲法9条の改正を行う
ことは必要だと思う

憲法9条の改正の是非
を議論することは必

要だと思う
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4.1.1. 現在の日本の平和に対する意識 

⚫ 現在の日本は平和であると思うか尋ねたところ、男女差はさほど大きくないが、年齢が上がるにつれて、

「現在の日本は平和である」と考える割合が減少傾向にある。 

⚫ 経済状況別でみると、豊かと回答した若者（83.5％）は、普通（72.0％）、苦しい（70.9％）と回答した

若者と比べて、現在の日本は平和だと思う若者が多い。 

図表 4.1.1.現在の日本の平和に対する意識（単一選択） 

 

　全体=1000

　男=500

　女=500

　大学生=400

　高校生=300

　中学生=300

　豊かと回答=291

　普通と回答=520

　苦しいと回答=189

　海外経験あり=99

　海外経験なし=901

25.7% 49.4% 20.8% 4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

27.0%
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4.1.2. 将来の日本の平和に対する意識 

⚫ 将来の日本は平和であると思うか尋ねたところ、「将来の日本は平和である」と思う若者（「とてもそう思

う」「ややそう思う」）は全体の 54.8％である。男女差はさほど大きくない。 

⚫ 経済状態別でみると豊かと回答した若者（61.9％）は、普通（52.4％）、苦しい（50.8％）と回答した若

者と比べて、「将来の日本は平和である」と感じている若者が多い。 

⚫ 海外経験の有無別でみると海外経験ありと回答した若者（64.6％）は、海外経験なしと回答した若者

（53.8％）と比べて、「将来の日本は平和である」と感じている若者が多い。 

図表 4.1.2.将来の日本の平和に対する意識（単一選択） 

 

　全体=1000

　男=500

　女=500

　大学生=400

　高校生=300

　中学生=300

　豊かと回答=291

　普通と回答=520

　苦しいと回答=189

　海外経験あり=99

　海外経験なし=901
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4.1.3. 憲法 9 条の改正に対する考え 

⚫ 憲法 9 条の改正を行うことは必要だと思うか尋ねたところ、必要だと思う若者（「とてもそう思う」「やや

そう思う」）が全体の 54.1％で、必要だと思わない若者（「あまりそう思わない」「全くそう思わない」）

の 45.9％よりもやや多くなっている。 

⚫ 性別でみると男子（59.0％）の方が女子（49.2％）に比べて憲法 9 条の改正が必要だと思う若者が多い。 

⚫ 経済状態別でみると豊かと回答した若者（60.1％）は、普通（52.5％）、苦しい（49.2％）と回答した若

者と比べて、憲法 9 条の改正が必要だと思う若者が多い。 

⚫ 海外経験の有無別でみると海外経験ありと回答した若者（56.6％）は、海外経験なしと回答した若者

（53.8％）と比べて、憲法 9 条の改正が必要だと思う若者の割合に大きな差はみられない。 

図表 4.1.3.憲法 9 条の改正に対する考え（単一選択） 

 

　全体=1000

　男=500

　女=500

　大学生=400

　高校生=300

　中学生=300

　豊かと回答=291

　普通と回答=520

　苦しいと回答=189

　海外経験あり=99

　海外経験なし=901

とてもそう思う ややそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

18.6%

12.4%

40.4%

36.8%

30.8%

40.0%

10.2%

10.8%

18.9%

13.5%

15.9%

41.2%

39.0%

33.3%

32.3%

38.3%

32.3%

7.6%

9.2%

18.5%

25.3%

14.4%

31.3%

39.4%

36.4%

35.3%

7.1%

10.9%

14.5%

17.0%

15.3%

37.0%

36.0%

43.3%

38.8%

31.3%

35.0%

9.8%

15.7%

6.3%

15.5% 38.6% 35.4% 10.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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4.1.4. 憲法 9 条改正の議論の是非に対する考え 

⚫ 憲法 9 条の改正の是非を議論することは必要だと思うか尋ねたところ、必要だと思う若者（「とてもそう

思う」「ややそう思う」）は全体の 63.9％に上る。 

⚫ 経済状態別でみると豊かと回答した若者（68.0％）は、普通（63.9％）、苦しい（57.6％）と回答した若

者と比べて「憲法 9 条の改正の是非を議論することが必要だ」と思う若者が多い。 

図表 4.1.4.憲法 9 条改正の議論の是非に対する考え（単一選択） 

 

　全体=1000

　男=500

　女=500

　大学生=400

　高校生=300

　中学生=300

　豊かと回答=291

　普通と回答=520

　苦しいと回答=189

　海外経験あり=99

　海外経験なし=901

とてもそう思う ややそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

26.8%

18.0%

39.0%

44.0%

24.4%

30.2%

9.8%

7.8%

30.3%

21.5%

41.4%

41.5%

26.3%

27.4%

2.0%

9.5%

22.4% 41.5% 27.3% 8.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

27.8%

20.6%

19.0%

40.2%

43.3%

38.6%

24.7%

28.3%

28.6%

7.2%

7.9%

13.8%

26.0%

22.7%

17.3%

40.8%

33.0%

51.0%

26.5%

30.0%

25.7%

6.8%

14.3%

6.0%
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4.2. 日本の平和を守るために大事なこと 

⚫ 日本の平和を守るために大事なこととして、「日本の国内経済を強化すること」（31.6％）が最も多く、「日

本の政治・外交を強化すること」（29.0％）、「日本の防衛を強化すること」（28.3％）、「国内の食料自給率

を上げること」（27.2％）と続いている。 

⚫ 「日本人が国際情勢（例:ウクライナ危機、台湾有事）を学ぶこと」（海外経験あり 30.3％、海外経験な

し 19.3％）については、海外経験の有無の差が大きく、海外経験のない若者に比べて、海外経験のある

若者の回答率が高い。 

図表 4.2.日本の平和を守るために大事なこと（複数選択） 

 
注 「その他」には、「税金を減らすこと」「労働のための外国人の存在は日本に不要だと思う」「アサーティブを強制」「消費者教

育を強化すること」「わからない」があった。 

 

日本の国内経済を強化すること

日本の政治・外交を強化すること

日本の防衛を強化すること

国内の食料自給率を上げること

日本の学校教育の質をあげること

国内の資源・エネルギー問題を解
決すること

核兵器を廃絶すること

日本人が国際情勢（例:ウクライナ
危機、台湾有事）を学ぶこと

日本が世界の戦争や紛争をなくす
ように努力すること

国内の経済格差や雇用の問題をな
くすこと

外国人（日本国籍を有しない人）
労働者数を規制すること

国内の人権侵害やさまざまな差別
をなくすこと

国内の気候変動や自然災害への対
策を行うこと

日本の対外貿易を強化すること
（例:一部の国に依存しなくてもよ

いように貿易を行うこと）

外国人（日本国籍を有しない人）
の永住権取得を規制すること

国内の病気や感染症の蔓延を防止
すること

国際情勢（例:ウクライナ危機、台
湾有事）に関する報道を増やすこ

と

海外投資家による日本の土地や資
源の売買の規制を強化すること

その他

31.6%

29.0%

28.3%

27.2%

25.3%

23.9%

23.0%

20.4%

20.2%

19.4%

19.2%

18.7%

18.6%

18.3%

18.2%

13.9%

13.8%

12.1%

0.9%

0% 25% 50% 75% 100%

全体=1000

35.8%

33.4%

31.4%

30.6%

27.4%

27.8%

21.2%

22.2%

21.6%

18.8%

20.4%

18.6%

21.8%

19.2%

19.8%

13.6%

16.6%

14.6%

0.8%

27.4%

24.6%

25.2%

23.8%

23.2%

20.0%

24.8%

18.6%

18.8%

20.0%

18.0%

18.8%

15.4%

17.4%

16.6%

14.2%

11.0%

9.6%

1.0%

0% 25% 50% 75% 100%

男=500

女=500
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注 「その他」には、「税金を減らすこと」「労働のための外国人の存在は日本に不要だと思う」「アサーティブを強制」「消費者教

育を強化すること」「わからない」があった。 

 

日本の国内経済を強化すること

日本の政治・外交を強化すること

日本の防衛を強化すること

国内の食料自給率を上げること

日本の学校教育の質をあげること

国内の資源・エネルギー問題を解
決すること

核兵器を廃絶すること

日本人が国際情勢（例:ウクライナ
危機、台湾有事）を学ぶこと

日本が世界の戦争や紛争をなくす
ように努力すること

国内の経済格差や雇用の問題をな
くすこと

外国人（日本国籍を有しない人）
労働者数を規制すること

国内の人権侵害やさまざまな差別
をなくすこと

国内の気候変動や自然災害への対
策を行うこと

日本の対外貿易を強化すること
（例:一部の国に依存しなくてもよ

いように貿易を行うこと）

外国人（日本国籍を有しない人）
の永住権取得を規制すること

国内の病気や感染症の蔓延を防止
すること

国際情勢（例:ウクライナ危機、台
湾有事）に関する報道を増やすこ

と

海外投資家による日本の土地や資
源の売買の規制を強化すること

その他

35.0%

32.8%

28.3%

26.0%

27.0%

24.0%

23.3%

24.0%

20.5%

22.5%

22.0%

20.8%

18.5%

22.0%

21.0%

14.3%

16.3%

13.0%

1.5%

30.3%

26.7%

28.7%

27.7%

25.0%

23.3%

23.7%

20.3%

21.3%

16.7%

19.3%

21.3%

17.7%

18.3%

20.7%

14.3%

16.3%

12.3%

1.0%

28.3%

26.3%

28.0%

28.3%

23.3%

24.3%

22.0%

15.7%

18.7%

18.0%

15.3%

13.3%

19.7%

13.3%

12.0%

13.0%

8.0%

10.7%

0%

0% 25% 50% 75% 100%

大学生=400

高校生=300

中学生=300

30.2%

30.6%

30.9%

29.2%

27.1%

24.7%

23.0%

22.7%

20.3%

17.2%

18.9%

19.6%

20.6%

17.9%

17.2%

15.5%

15.5%

10.0%

0.7%

32.3%

28.3%

27.7%

26.0%

25.4%

24.4%

22.3%

19.8%

19.8%

21.0%

19.8%

18.3%

18.8%

17.5%

18.7%

12.7%

13.1%

14.2%

0.6%

31.7%

28.6%

25.9%

27.5%

22.2%

21.2%

24.9%

18.5%

21.2%

18.5%

18.0%

18.5%

14.8%

21.2%

18.5%

14.8%

13.2%

9.5%

2.1%

0% 25% 50% 75% 100%

豊かと回答=291

普通と回答=520

苦しいと回答=189
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注 「その他」には、「税金を減らすこと」「労働のための外国人の存在は日本に不要だと思う」「アサーティブを強制」「消費者教

育を強化すること」「わからない」があった。 

日本の国内経済を強化すること

日本の政治・外交を強化すること

日本の防衛を強化すること

国内の食料自給率を上げること

日本の学校教育の質をあげること

国内の資源・エネルギー問題を解
決すること

核兵器を廃絶すること

日本人が国際情勢（例:ウクライナ
危機、台湾有事）を学ぶこと

日本が世界の戦争や紛争をなくす
ように努力すること

国内の経済格差や雇用の問題をな
くすこと

外国人（日本国籍を有しない人）
労働者数を規制すること

国内の人権侵害やさまざまな差別
をなくすこと

国内の気候変動や自然災害への対
策を行うこと

日本の対外貿易を強化すること
（例:一部の国に依存しなくてもよ

いように貿易を行うこと）

外国人（日本国籍を有しない人）
の永住権取得を規制すること

国内の病気や感染症の蔓延を防止
すること

国際情勢（例:ウクライナ危機、台
湾有事）に関する報道を増やすこ

と

海外投資家による日本の土地や資
源の売買の規制を強化すること

その他

33.3%

31.3%

32.3%

31.3%

28.3%

19.2%

20.2%

30.3%

16.2%

22.2%

22.2%

18.2%

16.2%

24.2%

22.2%

10.1%

14.1%

12.1%

0%

31.4%

28.7%

27.9%

26.7%

25.0%

24.4%

23.3%

19.3%

20.6%

19.1%

18.9%

18.8%

18.9%

17.6%

17.8%

14.3%

13.8%

12.1%

1.0%

0% 25% 50% 75% 100%

海外経験あり=99

海外経験なし=901
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（参考）図表 4.2.1.日本の平和を守るために大事なこと（複数選択）前回調査 

 
注 「その他」には、「政治家やマスコミが真面目になること」「日本人の洗脳を解くこと」「核兵器を持つことを考える」「防災」

「国の債務を減らす」「給料を上げる」「政治家を変える」「日本人がどうしたらより良い生活ができるか考えること」があっ

た。 

日本の国内経済を強化すること

国内の食料自給率を上げること

日本の政治・外交を
強化すること

日本の防衛を強化すること

日本の学校教育の質を
あげること

国内の資源・エネルギー問題を
解決すること

国内の経済格差や
雇用の問題をなくすこと

日本人が国際情勢を学ぶこと

核兵器を廃絶すること

国内の人権侵害や
さまざまな差別をなくすこと

日本が世界の戦争や紛争を
なくすように努力すること

日本の対外貿易を強化すること

国内の気候変動や
自然災害への対策を行うこと

国内の病気や感染症の
蔓延を防止すること

その他

国際情勢に関する報道を
増やすこと

海外投資家による日本の土地や
資源の売買の規制を

強化すること

38.3%

35.2%

34.1%

34.1%

31.4%

30.4%

29.0%

27.7%

26.8%

26.2%

26.0%

22.1%

21.8%

19.7%

15.7%

14.5%

0.8%

0% 25% 50% 75% 100%

全体= 1000

＜2022年調査＞

36.6%

33.6%

33.2%

34.8%

28.4%

30.8%

26.0%

26.0%

23.4%

20.6%

24.2%

22.0%

19.2%

17.4%

17.8%

17.4%

1.2%

40.0%

36.8%

35.0%

33.4%

34.4%

30.0%

32.0%

29.4%

30.2%

31.8%

27.8%

22.2%

24.4%

22.0%

13.6%

11.6%

0.4%

0% 25% 50% 75% 100%

男= 500

女= 500

＜2022年調査＞
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注 「その他」には、「政治家やマスコミが真面目になること」「日本人の洗脳を解くこと」「核兵器を持つことを考える」「防災」

「国の債務を減らす」「給料を上げる」「政治家を変える」「日本人がどうしたらより良い生活ができるか考えること」があっ

た。 

日本の国内経済を強化すること

国内の食料自給率を上げること

日本の政治・外交を
強化すること

日本の防衛を強化すること

日本の学校教育の質を
あげること

国内の資源・エネルギー問題を
解決すること

国内の経済格差や
雇用の問題をなくすこと

日本人が国際情勢を学ぶこと

核兵器を廃絶すること

国内の人権侵害や
さまざまな差別をなくすこと

日本が世界の戦争や紛争を
なくすように努力すること

日本の対外貿易を強化すること

国内の気候変動や
自然災害への対策を行うこと

国内の病気や感染症の
蔓延を防止すること

その他

国際情勢に関する報道を
増やすこと

海外投資家による日本の土地や
資源の売買の規制を

強化すること

39.8%

39.8%

36.5%

33.5%

36.3%

30.3%

31.0%

29.8%

23.8%

25.8%

23.3%

24.5%

20.0%

18.8%

17.0%

17.0%

0.8%

39.0%

31.0%

35.0%

32.0%

32.3%

30.3%

34.3%

27.7%

36.0%

32.3%

28.0%

24.7%

24.7%

22.3%

19.3%

16.3%

0.7%

35.7%

33.3%

30.0%

37.0%

24.0%

30.7%

21.0%

25.0%

21.7%

20.7%

27.7%

16.3%

21.3%

18.3%

10.3%

9.3%

1.0%

0% 25% 50% 75% 100%

大学生= 400

高校生= 300

中学生= 300

38.3%

35.2%

38.7%

39.6%

33.5%

32.2%

25.7%

32.2%

29.1%

26.1%

26.5%

27.4%

23.5%

21.7%

21.7%

22.2%

0.9%

37.9%

33.6%

32.9%

33.1%

31.2%

29.0%

29.4%

26.2%

25.1%

25.7%

27.0%

20.1%

20.3%

17.5%

13.4%

11.9%

0.7%

39.2%

38.8%

32.3%

31.0%

29.7%

31.9%

31.5%

26.7%

28.4%

27.6%

23.3%

21.6%

23.7%

22.8%

15.1%

12.9%

0.9%

0% 25% 50% 75% 100%

豊かと回答
=230

普通と回答
=538

苦しいと回答
=232

＜2022年調査＞＜2022年調査＞
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注 「その他」には、「政治家やマスコミが真面目になること」「日本人の洗脳を解くこと」「核兵器を持つことを考える」「防災」

「国の債務を減らす」「給料を上げる」「政治家を変える」「日本人がどうしたらより良い生活ができるか考えること」があっ

た。 

日本の国内経済を強化すること

国内の食料自給率を上げること

日本の政治・外交を
強化すること

日本の防衛を強化すること

日本の学校教育の質を
あげること

国内の資源・エネルギー問題を
解決すること

国内の経済格差や
雇用の問題をなくすこと

日本人が国際情勢を学ぶこと

核兵器を廃絶すること

国内の人権侵害や
さまざまな差別をなくすこと

日本が世界の戦争や紛争を
なくすように努力すること

日本の対外貿易を強化すること

国内の気候変動や
自然災害への対策を行うこと

国内の病気や感染症の
蔓延を防止すること

その他

国際情勢に関する報道を
増やすこと

海外投資家による日本の土地や
資源の売買の規制を

強化すること

0%

32.4%

41.2%

35.3%

38.2%

38.2%

33.8%

29.4%

41.2%

23.5%

23.5%

25.0%

26.5%

23.5%

22.1%

27.9%

22.1%

1.5%

38.7%

34.8%

34.0%
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30.2%
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27.0%

26.4%

26.1%

21.8%
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13.9%

0.8%
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海外経験なし= 932

＜2022年調査＞
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5. 多様性について 

5.1. 多様な背景を持つ人と接する機会 

⚫ 多様な背景（国籍・文化・性別・障害など）を持つ人と接する機会があると答えた若者（「よくある」「と

きどきある」）は全体の 39.8％である。 

⚫ 経済状態別でみると、普通と回答（32.2％）、苦しいと回答（40.8％）した若者と比べて、豊かと回答し

た若者（52.9％）は、多様な背景を持つ人と接する機会が多い。 

⚫ 海外経験の有無別でみると、海外経験なしと回答した若者（37.1％）と比べて、海外経験ありと回答した

若者（64.7％）は、多様な背景を持つ人と接する機会が多い。 

図表 5.1.多様な背景を持つ人と接する機会（単一選択） 

  

全体=1000 外：男=500、内：女=500

10.2%

31.8%

25.4%

21.2%

11.4%

よくある
8.2%

ときどきある
29.4%

どちらともいえない
30.0%

あまりない
21.6%

全くない
10.8%

性別

よくある
9.2%

ときどきある
30.6%

どちらともいえない
27.7%

あまりない
21.4%

全くない
11.1%

全体

外：大学生=400、中:高校生=300、内：中学生=300 外：豊かと回答=291、中:普通と回答=520、
内：苦しいと回答=189

5.0%

29.3%

28.0%

25.3%

12.3%

11.0%

24.0%

29.0%

22.3%

13.7%

よくある
11.0%

ときどきある
36.5%

どちらともいえない
26.5%

あまりない
17.8%

全くない
8.3%

学齢別

10.1%

30.7%

22.8%

18.5%

18.0%

6.0%

26.2%

33.3%

23.8%

10.8%

よくある
14.4%

ときどき
ある
38.5%

どちらともいえない
21.0%

あまりない
18.9%

全くない
7.2%

経済

状況別

外：海外経験あり=99、内：海外経験なし=901

7.0%

30.1%

28.6%

22.5%

11.8%

よくある
29.3%

ときどきある
35.4%

どちらともいえない
19.2%

あまりない
11.1%

全くない
5.1%

海外

経験別
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5.2. 異なる価値観や文化に触れることの意味 

⚫ 異なる価値観や文化に触れることは、どのような意味があると思うか尋ねたところ、最も回答が多いのが

「自分の視野や考えを広げることができる」（43.8％）であり、次に「自分の考えを深めたり見直したり

するきっかけになる」（34.3％）である。 

⚫ 海外経験別では「他者への理解や思いやりを育むことができる」（海外経験あり：48.5％、海外経験なし：

32.7％）、「将来、さまざまな人と協働するための力をつけることができる」（海外経験あり：40.4％、海

外経験なし：24.0％）、「自分のアイデンティティや価値観をよりはっきり意識できる」（海外経験あり：

36.4％、海外経験なし：20.9％）と回答率に差が大きい。 

図表 5.2.異なる価値観や文化に触れることの意味（複数選択） 

 

 

 

注 「その他」には、「わからない」があった。 

自分の視野や考えを広げることが
できる

自分の考えを深めたり見直したり
するきっかけになる

他者への理解や思いやりを育むこ
とができる

将来、さまざまな人と協働するた
めの力をつけることができる

自分のアイデンティティや価値観
をよりはっきり意識できる

意味を感じない

その他

43.8%

34.3%

31.1%

25.6%

22.4%

14.2%

0.3%

0% 25% 50% 75% 100%

全体=1000

44.0%

32.6%

31.4%

25.8%

21.0%

15.6%

0.6%

43.6%

36.0%

30.8%

25.4%

23.8%

12.8%

0.0%

0% 25% 50% 75% 100%

男=500

女=500

自分の視野や考えを広げることが
できる

自分の考えを深めたり見直したり
するきっかけになる

他者への理解や思いやりを育むこ
とができる

将来、さまざまな人と協働するた
めの力をつけることができる

自分のアイデンティティや価値観
をよりはっきり意識できる

意味を感じない

その他

48.0%

35.8%

32.0%

24.8%

24.5%

13.3%

0.8%

40.3%

31.7%

31.3%

25.3%

19.3%

19.7%

0.0%

41.7%

35.0%

29.7%

27.0%

22.7%

10.0%

0.0%

0% 25% 50% 75% 100%

大学生=400

高校生=300

中学生=300

43.6%

37.8%

36.1%

29.2%

26.5%

5.8%

0%

44.6%

34.0%

29.0%

24.2%

20.2%

16.9%

0.4%

41.8%

29.6%

29.1%

23.8%

22.2%

19.6%

0.5%

0% 25% 50% 75% 100%

豊かと回答=291

普通と回答=520

苦しいと回答=189
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注 「その他」には、「わからない」があった。 

 

 

  

自分の視野や考えを広げることが
できる

自分の考えを深めたり見直したり
するきっかけになる

他者への理解や思いやりを育むこ
とができる

将来、さまざまな人と協働するた
めの力をつけることができる

自分のアイデンティティや価値観
をよりはっきり意識できる

意味を感じない

その他

42.4%

33.3%

48.5%

40.4%

36.4%

5.1%

0%

44.0%

30.9%

32.7%

24.0%

20.9%

15.2%

0.3%

0% 25% 50% 75% 100%

海外経験あり=99

海外経験なし=901
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5.3. 身近な環境が、さまざまな違いを尊重していると感じるか 

⚫ 身近な環境が、さまざまな違いを尊重していると感じると答えた若者は、全体の半分(50.0％)である。 

⚫ 性別ごとでは、男子は 48.6％、女子は 51.4％であり、女子の方がやや高い。 

⚫ 肯定的な回答を海外経験の有無別でみると、海外経験ありと回答した若者（70.8％）は、海外経験なしと

回答した若者（47.7％）を大きく上回っている。 

図表 5.3.身近な環境が、さまざまな違いを尊重していると感じるか（単一選択）

 

 

 
 

 

全体=1000 外：男=500、内：女=500

11.6%

39.8%33.6%

9.4%

5.6%

とてもそう感じる
10.2%

ややそう感じる
38.4%

どちらともいえない
37.6%

ほとんど感じない
8.8%

全く感じない
5.0%

性別

とてもそう感じる
10.9%

ややそう感じる
39.1%

どちらともいえない
35.6%

ほとんど感じない
9.1%

全く感じない
5.3%

全体

外：大学生=400、中:高校生=300、内：中学生=300 外：豊かと回答=291、中:普通と回答=520、
内：苦しいと回答=189

7.0%

36.7%

39.3%

12.3%

4.7%

10.7%

37.7%36.3%

8.0%

7.3%

とてもそう感じる
14.0%

ややそう感じる
42.0%どちらともいえない

32.3%

ほとんど感じない
7.5%

全く感じない
4.3%

学齢別

11.1%

38.1%

26.5%

13.2%

11.1%

7.7%

34.4%

44.8%

8.5%
4.6%

とてもそう感じる

16.5%

ややそう感じる

48.1%

どちらともいえない

25.1%

ほとんど感じない

7.6%
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2.7%

経済

状況別

外：海外経験あり=99、内：海外経験なし=901
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38.4%
37.5%

9.4%

5.3%
とてもそう感じる

25.3%

ややそう感じる
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6. 社会参加について 

6.1. 在学中の社会参加の機会 

⚫ これまで、学校の授業のなかで各項目に参加する機会について尋ねたところ、学齢別ではどの項目も「中

学校の時」、「小学校の時」の順で高くなっている。 

⚫ 一方、どの項目でも「機会はなかった」と回答した若者が 4～5 割であり、社会参加の機会に格差がある

ことがうかがえる。 

図表 6.1.在学中の社会参加の機会（複数選択） 

  

地域の企業や地域で働く人に社会
や経済、仕事について教えてもら

う機会（例：企業による出張授
業、職業講話）

地域の企業などでの職場体験・イ
ンターンシップの機会

地域の企業や住民といっしょに
なって、地域課題の解決に取り組

む（ボランティア等）機会

多様な背景（国籍・文化・性別・
障害など）をもつ人を理解する機

会

地域や国をまたぎ、人と交流する
機会

8.6%

4.1%

4.1%

4.2%

4.6%

26.1%

16.2%

18.4%

19.1%

16.0%

29.1%

29.7%

23.8%

25.5%

19.4%

14.2%

8.9%

9.5%

15.5%

12.7%

7.5%

7.0%

5.7%

7.4%

8.8%

37.7%

43.8%

49.0%

46.2%

51.7%

0% 25% 50% 75% 100%

小学校より前

小学校の時

中学校の時

高校の時

大学の時

機会はなかった
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6.1.1. 地域の企業や地域で働く人に社会や経済、仕事について教えてもらう機会 

⚫ 地域の企業や地域で働く人に社会や経済、仕事について教えてもらう機会（例：企業による出張授業、職

業講話）について尋ねたところ、「機会はなかった」（37.7％）が最も多く、次いで「中学生の時」（29.1％）、

「小学生の時」（26.1％）の順で続く。 

⚫ 経済状況別にみると、「機会はなかった」の選択率は普通・苦しいと回答した若者（普通：43.8％、苦し

い：43.4％）が、豊かと回答した若者（23.0％）に比べて 20pt 以上高い。 

⚫ 海外経験別にみると、「機会はなかった」の選択率は海外経験なしと回答した若者（39.8％）が、海外経

験ありと回答した若者（18.2％）に比べて 20pt 以上高かった。 

図表 6.1.1. 地域の企業や地域で働く人に社会や経済、仕事について教えてもらう機会（複数選

択） 

 

 

 

  

小学校より前

小学校の時

中学校の時

高校の時

大学の時

機会はなかった

8.6%

26.1%

29.1%

14.2%

7.5%

37.7%

0% 25% 50% 75% 100%
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10.0%

25.6%

27.8%

13.0%
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26.6%

30.4%

15.4%
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36.6%

0% 25% 50% 75% 100%
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女=500

小学校より前

小学校の時

中学校の時

高校の時

大学の時

機会はなかった

6.0%

26.0%

30.3%

19.3%

18.8%

36.8%

8.5%

16.8%

24.4%

18.5%

0.0%

31.8%

10.7%

32.7%

28.0%

0.0%

0.0%

39.3%

0% 25% 50% 75% 100%

大学生=400

高校生=300

中学生=300

14.1%

30.2%

31.3%

16.5%

9.6%

23.0%

5.8%

25.8%

28.1%

12.5%

6.7%

43.8%

7.9%

20.6%

28.6%

15.3%

6.3%

43.4%

0% 25% 50% 75% 100%

豊かと回答=291

普通と回答=520

苦しいと回答=189
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小学校より前

小学校の時

中学校の時

高校の時

大学の時

機会はなかった

25.3%

26.3%
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17.2%
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26.1%
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6.1.2. 地域の企業などでの職場体験・インターンシップの機会 

⚫ 地域の企業などでの職場体験・インターンシップの機会について尋ねたところ、「機会はなかった」

（43.8％）が最も多く、次いで「中学生の時」（29.7％）、「小学生の時」（16.2％）の順で続く。 

⚫ 経済状況別にみると、「機会はなかった」の選択率は普通・苦しいと回答した若者（普通：51.9％、苦し

い：45.5％）が、豊かと回答した若者（28.2％）に比べて 15pt 以上高い。 

⚫ 海外経験別でみると、「機会はなかった」の選択率は海外経験なしと回答した若者（46.1％）が、海外経

験ありと回答した若者（23.2％）に比べて 20pt 以上高い。 

図表 6.1.2. 地域の企業などでの職場体験・インターンシップの機会（複数選択） 
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7.0%

43.8%
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0.0%
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0.0%
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中学生=300
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26.9%
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4.8%
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7.9%
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6.1.3. 地域の企業や住民といっしょになって、地域課題の解決に取り組む機会 

⚫ 地域の企業や住民といっしょになって、地域課題の解決に取り組む（ボランティア等）機会について尋ね

たところ、「機会はなかった」（49.0％）が最も多く、次いで「中学生の時」（23.8％）、「小学生の時」（18.4％）

の順で続く。 

⚫ 経済状況別にみると、「機会はなかった」の選択率は普通・苦しいと回答した若者（普通：56.7％、苦し

い：51.3％）が、豊かと回答した若者（33.7％）に比べて 15pt 以上高い。 

⚫ 海外経験別でみると、「機会はなかった」の選択率は海外経験なしと回答した若者（51.7％）が、海外経

験ありと回答した若者（24.2％）に比べて 20pt 以上高い。 

図表 6.1.3. 地域の企業や住民といっしょになって、地域課題の解決に取り組む機会（複数選択） 
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0% 25% 50% 75% 100%
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6.9%

21.3%

28.9%

12.7%

8.2%

33.7%

2.1%

16.7%

21.0%

8.1%

4.4%

56.7%

5.3%

18.5%

23.8%

8.5%

5.3%

51.3%

0% 25% 50% 75% 100%

豊かと回答=291
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17.8%
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海外経験なし=901
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6.1.4. 多様な背景（国籍・文化・性別・障害など）をもつ人を理解する機会 

⚫ 多様な背景（国籍・文化・性別・障害など）をもつ人を理解する機会について尋ねたところ、「機会はな

かった」（46.2％）が最も多く、次いで「中学生の時」（25.5％）、「小学生の時」（19.1％）の順で続く。 

⚫ 経済状況別にみると、「機会はなかった」の選択率は普通・苦しいと回答した若者（普通：56.3％、苦し

い：46.6％）が、豊かと回答した若者（27.8％）に比べて 15pt 以上高い。 

⚫ 海外経験別でみると、「機会はなかった」の選択率は海外経験なしと回答した若者（49.1％）が、海外経

験ありと回答した若者（20.2％）に比べて 20pt 以上高い。 

図表 6.1.4. 多様な背景（国籍・文化・性別・障害など）をもつ人を理解する機会（複数選択） 
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大学の時
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3.7%
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22.7%

0.0%
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0.0%
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大学生=400
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中学生=300
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29.9%

25.4%
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2.9%

16.0%

23.5%
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56.3%

4.8%

16.9%

24.3%

16.9%

8.5%

46.6%

0% 25% 50% 75% 100%
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13.1%
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3.4%

17.8%
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0% 25% 50% 75% 100%
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海外経験なし=901
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6.1.5. 地域や国をまたぎ、人と交流する機会 

⚫ 地域や国をまたぎ、人と交流する機会について尋ねたところ、「機会はなかった」（51.7％）が最も多く、

次いで「中学生の時」（19.4％）、「小学生の時」（16.1％）の順で続く。 

⚫ 経済状況別にみると、「機会はなかった」の選択率は普通・苦しいと回答した若者（普通：60.0％、苦し

い：53.4％）が、豊かと回答した若者（35.7％）に比べて 15pt 以上高い。 

⚫ 海外経験別でみると、「機会はなかった」の選択率は海外経験なしと回答した若者（54.9％）が、海外経

験ありと回答した若者（22.2％）に比べて 30pt 以上高い。 

図表 6.1.5. 地域や国をまたぎ、人と交流する機会（複数選択） 
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7. 次世代からのメッセージ 

⚫ 「次世代からのメッセージ」として企業に向けたもの（7.1）、大人に向けたもの(7.2)の 2 種類を自由記

述で設定し、回答を得た。 

⚫ 企業に対しては、働く人を大切にする企業経営や社会課題への真摯な取り組みを求める声が多くみられ

た。一方、大人に対しては、子どもや若者の未来を見据えた行動や、教育・平和・社会のあり方について

責任ある対応を求める意見が寄せられた。 

 

（多かった声のハイライト） 

企業に向けたメッセージ 大人に向けたメッセージ 

・働く人を大切にしてほしい ・子どもや若者の未来を考えてほしい 

・給料や待遇を改善してほしい ・次世代に負担を押し付けないでほしい 

・安心して働ける職場を増やしてほしい ・子どもの声や意見をもっと社会に反映してほしい 

・環境問題や社会課題に真剣に取り組んでほしい ・教育をより良くしてほしい 

・社会に役立つ商品やサービスを提供してほしい ・将来を見据えた政策や社会づくりを進めてほしい 

・日本の技術力や競争力を高めてほしい ・平和な社会を維持してほしい 

・若者の挑戦を応援してほしい ・若者と一緒に社会課題に向き合ってほしい 

・長期的な視点で経営してほしい 
・自分たちの世代だけでなく次世代のことも考えて

ほしい 

・次世代が希望を持てる社会をつくってほしい ・大人自身が手本となる行動をしてほしい 

・日本の未来のために行動してほしい ・若者の可能性を信じてほしい 

※自由記述回答を生成 AI により要約・分類し、主な意見を抜粋して掲載。 

 

7.1 日本の企業に向けたメッセージ 

日本の企業に対して日頃考えていること、感じていること、日本がより良い国として存続し続けるた

めに伝えたいメッセージ等の記入を依頼したところ、以下の回答を得た。  

 

社会課題・環境・SDGs に関すること（一部抜粋） 同様回答 162 件 

 環境を守りながら商品を作って欲しい。（中学生・女） 

 環境に優しいものを作り続けてください。（高校生・女） 

 再生エネルギーの取り組みを強化してほしい。（中学生・男）  

 SDGs の取り組みをより強化すべき。（大学生・男） 

 グリーンウォッシュしないでほしい。もっといろんなバックグラウンドの人たちが働きやすい環

境にしてほしい。SDGs に真剣に取り組んでほしい。（大学生・女）  

 利益ばかりを追求していて、「SDGs」と言っているだけとか、男性育休取得率 100％と言っている

だけで実態はどうなのかわからない。（大学生・女）  

 パフォーマンスではなく実際の行動を見せてほしい。（大学生・男）  

 表面だけの社会問題対策をやめてほしい。（大学生・男）  

 企業アピールだけにならないで欲しい。（高校生・女） 

 利益を追うだけではなく日本人みんなが協力していける社会を作ってほしい。（中学生・男） 

 自分たちの利益だけでなく、街や地域全体への貢献を考えてほしい。（大学生・男）  

 次の世代のことを考えてほしい。（高校生・女） 

 

企業姿勢に関すること（一部抜粋） 同様回答 136 件 

 若者向けの雇用をつくってほしい。（中学生・女） 

 もっと若者の意見を聞いてほしい。（大学生・男） 
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 利益にとらわれずに、若い世代の声を聞いて欲しい。（大学生・女）  

 若者を「未熟」と決めつけるのではなく、意見を聞き、失敗を許し、挑戦できる環境を本気でつく

ってほしい。（高校生・女） 

 学歴じゃない何かを見て人を集めて欲しい。（中学生・女）  

 世界に誇れる企業になってほしい。（高校生・女） 

 日本の企業が持っている独自技術や強みを生かして、日本の発展に貢献し安定的な雇用を確保し

て欲しい。（大学生・男） 

 もっとがめつく世界に進出して Japanese ブランドを広めて欲しい。（大学生・男）  

 日本を支える企業として、若い世代への投資や教育にも力を入れてほしい。（大学生・女） 

 

労働環境・雇用・賃金に関すること（一部抜粋） 同様回答 102 件 

 働く人を大切にしてほしい。（中学生・女） 

 もっと従業員に対して給与を出してもらいたい。（中学生・男）  

 もっと労働者に利益を還元してほしい。（中学生・男） 

 休みが少ない。就労時間が長い。人を人として扱っていない。（大学生・男）  

 完全週休 3 日制を基本にしてほしい。（高校生・女）  

 長時間労働、年功序列、私生活への無駄な介入などの昭和っぽい考え方をアップデートしていく

必要があると思います。（大学生・女） 

 誰もが安心して働けるような環境を作って欲しい。（大学生・男）  

 若い世代が将来に希望を持てるような働き方を実現してほしい。（大学生・女）  

 日本の企業には、表向きの綺麗な言葉だけでなく、中で働く人が本音を持ち続け、実際に行動で

きる環境を大切にしてほしいです。（大学生・女）  

 

激励や高評価（一部抜粋） 同様回答 50 件 

 頑張ってください。（中学生・男） 

 今後も持続可能な日本社会と強い経済に取り組み、消費者のニーズを把握して柔軟に対応して欲

しいです。（大学生・男） 

 これからも積極的に社会貢献活動を取り組んで、企業の責任を果たして経済を円滑に進めて欲し

いです。（大学生・男） 

 

7.2 大人たちに向けたメッセージ 

大人たち（政府、政治家、先生、家族、親戚など）に対して日頃考えていること、感じていること、

日本がより良い国として存続し続けるために伝えたいメッセージ等の記入を依頼したところ、以下

の回答を得た。 

 

社会全体・将来世代への責任に関すること（一部抜粋） 同様回答 269 件 

 子供は日本の宝物。（大学生・女） 

 安心して暮らせるような環境を作って欲しい。（大学生・男）  

 次の世代が暮らしやすい国にしてほしい。（中学生・男）  

 若者のために何か残してほしいです。今の資産を食いつぶさないでほしい。（大学生・男）  

 将来世代への責任や結果の押しつけはするべきではない。（大学生・女）  

 我々次世代に責任を押し付けないでね。（高校生・男） 

 未来ある若者たちへ引き継ぐ、持続可能な日本社会への貢献に努めて下さい。（大学生・男）  

 

子ども・若者の声を聞くことに関すること（一部抜粋） 同様回答 96 件 

 子供の意見きいて。（中学生・女）  

 子どもの意見も聞いてほしい。（中学生・女）   

 子供の考えも聞いて欲しい。（中学生・女）   

 若い世代の声をもっと聞き、失敗を恐れず挑戦できる社会をつくってほしい。（大学生・男）   

 私たちを見て欲しい。（大学生・女）   

https://smfg-my.sharepoint.com/personal/t505938_d1_jri_co_jp/Documents/s83iN1wCHtOayUQfNozfMw==
https://smfg-my.sharepoint.com/personal/t505938_d1_jri_co_jp/Documents/s83iN1wCHtOayUQfNozfMw==
https://smfg-my.sharepoint.com/personal/t505938_d1_jri_co_jp/Documents/s83iN1wCHtOayUQfNozfMw==
https://smfg-my.sharepoint.com/personal/t505938_d1_jri_co_jp/Documents/s83iN1wCHtOayUQfNozfMw==
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 最近の大人の中には、彼らより下の世代にものを教えることができるほど精神的に成熟したもの

は少ないと感じる。（大学生・男）   

 

大人の姿勢・生き方に関すること（一部抜粋） 同様回答 124 件 

 子どもたちに誇れる大人であってほしい。（大学生・男）   

 子供たちに対して恥じることのない大人でいてほしい。（中学生・男）   

 手本になってほしい。（中学生・男）   

 自分の言動に責任をもって、背中を追いたいと思える人になってほしい。（高校生・女）   

 子どもたちのお手本になるように頑張ってください。（大学生・男）   

 大人がやらなければ子供はやりません。（高校生・女）   

 

夢や挑戦、働き方に関すること（一部抜粋） 同様回答 51 件 

 就職活動をしていて感じたのは、「大人になると夢を語らなくなる人が多い」ということです。（大

学生・女）  

 効率やお金だけでは測れない「やりがい」や「面白さ」についても語ってほしいと思っています。

（大学生・女） 

 大人になっても夢を見ていいんだと勇気をもらえる社会であってほしい。（大学生・女） 

 深く考えないで楽に生きて。（高校生・女） 

 働いてて偉い。（高校生・女） 

 

激励や高評価（一部抜粋） 同様回答 40 件 

 日本を良くしてください。（高校生・女） 

 明るい未来の日本を取り戻す活動に励んで下さい。（大学生・男）  

 

https://smfg-my.sharepoint.com/personal/t505938_d1_jri_co_jp/Documents/s83iN1wCHtOayUQfNozfMw==
https://smfg-my.sharepoint.com/personal/t505938_d1_jri_co_jp/Documents/s83iN1wCHtOayUQfNozfMw==
https://smfg-my.sharepoint.com/personal/t505938_d1_jri_co_jp/Documents/s83iN1wCHtOayUQfNozfMw==
https://smfg-my.sharepoint.com/personal/t505938_d1_jri_co_jp/Documents/s83iN1wCHtOayUQfNozfMw==
https://smfg-my.sharepoint.com/personal/t505938_d1_jri_co_jp/Documents/s83iN1wCHtOayUQfNozfMw==
https://smfg-my.sharepoint.com/personal/t505938_d1_jri_co_jp/Documents/s83iN1wCHtOayUQfNozfMw==
https://smfg-my.sharepoint.com/personal/t505938_d1_jri_co_jp/Documents/s83iN1wCHtOayUQfNozfMw==

